
平和都市宣言
1985 (昭和60)年12月3日制定

世界の恒久平和(a.，人類共通の臆いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争
の危機をはらみ、誠に憂慮にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろし
さと、被爆者の苦しみを全世界の人々に訴え、 再
び広島-長崎の惨禍を繰り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いか
なる園のいかなる核兵器に対しても、その廃絶を
求め、ここに平和都市を宣言する。
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手
賀
沼
文
化
拠
点
整
備
計
画
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

手
賀
沼
は
環
境
省
の
発
表
で
、
水
質
改
善
度
が
2
年
連
続
全
国
ベ
ス
ト

ー
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
手
賀
沼
の
ほ
と
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
ポ

イ
ン
ト
を
つ
な
い
で

「水
と
文
化
と
歴
史
の
交
流
空
間
」
を
生
み
出
し
、

我
孫
子
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の

(
恒
称
)
手
賀
沼
文
化
拠
点
整
欝
訂
一幽
つ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

市民活動・コミュニティビジネスの
事務所探しをサポート

|「空き庖舗情報ナビg

「志賀直哉復元書斎J

(
仮
称
)
手
賀
沼
文
化
拠
点
整
備

計
画
は
、
ま
ず
市
の
西
側
エ
リ
ア
を

対
象
に
作
り
ま
す
。
市
が
昨
年
取
得

し
た
嘉
納
泊
五
郎
別
荘
跡
地
を
は
じ

め
、
柳
宗
悦
が
住
み
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
1
チ
が
窯
を
も
っ
た
三
樹
荘
や
杉

村
掛
川
被
邸
、
旧
村
川
別
荘
、
志
賀

直
哉
邸
跡
、
武
者
小
路
実
篤
邸
跡
な

ど
の
史
跡
や
文
化
ポ
イ
ン
ト
(下
図
)

を
つ
な
ぎ
、
歴
史

・
文
化
や
自
然
に

ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
究
流
空
間

と
し
て
の
整
備
を
計
画
し
ま
す。

白
樺
派
を
は
じ
め
と
す
る
我
孫
子

な
ら
で
は
の
歴
史
的

・
文
化
的
遺
産

を
生
か
し
て
、
多
く
の
方
々
に
我
孫

子
を
訪
れ
て
も
ら
い
、
魅
力
を
発
見

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
す。

そ
の
た
め
、
各
文
化
ポ
イ
ン
ト
の

活
用
方
法
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り

方
、
市
内
外
へ
の
情
報
発
信
の
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
検
討
す
る
委
員
会
を
設
置
し

手嶋比

主な文化
ホ。イント

根戸城跡・
金塚古墳

企文化ポイントの一つ

ま
す。こ
の
委
員
会
は
、
公
募
委
員
の
ほ

か
、
歴
史
や
文
化
に
関
連
す
る
市
民

団
体
や
市
職
員
で
構
成
し
ま
す。

み
な
さ
ん
の
楽
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

「空き庖舗l情報ナピJが6月22日にスター卜しました。
市民活動団体や市民事業者が、活動の拠点として事務所を

探しても、普通の庖舗では1団体で使うにはスペースが広す
ぎたり、貧料が高くて払えなかったり、所有者の理解が得ら

れなかったりします。これらの問題を解決するために、市が

千葉県宅地建物取引業協会我孫子地区と連携し、市内の不動

産事業者から市内の庖舗や住宅の空き情報の提供を受け、市

のホームページで情報を提供します。

そして、市民活動団体などから依頼を受けた場合は、利用

を希望する団体、不

動嘩事業者、所有者

の3者に謂整役とし
て市も加わり、契約

がスムーズに進むよ

うコーディネー卜し

ます。これにより、

複数の団体で1つの
企千葉県宅地建物取引業協会東葛吏部と 庖舗を借りることも
協定書を締結何厨5接室:6月2印 可能になります。

市民活動団体などガ拠点を持つことで、さらに活発で継続

的な活動方湖待できます。せて)'~U用ください。

※詳しくは「利用者の手引きJをご覧ください。市島潤支
援諜(本庁舎地下1階)で配布しています。市のホームペー

ジ「空き庖舗情報ナピJからダウンロードもできます。
固市民活動支援諜2t7185・1467(直通)

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

公
募
人
員

3
人

応
募
資
格

市
内
在
住
の
方
(
他
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
る

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

任
期

8
月
1
日
か
ら
案
の
策
定
ま

で

(
お
よ
そ
1
年
間
)

選
考
方
法

選
考
委
員
会
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
審
査

応
募
方
法

我
孫
子
の
歴
史
や
文
化

を
テ
l
マ
に
、
日
ご
ろ
実
践
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
、
意

見
や
提
言
な
ど
を
8
0
0
字
程
度
に

ま
と
め
、
別
紙
(
書
式
は
自
由
)
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
、
歴
史
や
文
化
に
関
連
し

た
活
動
な
ど
を
明
記
し、

7
月
M
日

必
着
で
一
T
2
7
0
1
1
1
6
6
我
孫

子
1
6
8
4
教
育
委
員
会
文
化
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
委

圃

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
5
8
3

ほ巴わ

‘高野山1号墳人物埴捕

手賀沼の王の姿と考
えられている f冠と首
飾りを身巴つけだ男性
埴輔J。講演では、この
埴輔の発掘工ピソード
もさめ、市内の古蹟の
話をしていだだきます

布向。s情。11・・・曹心とのまt!htt
第3回「手賀沼学会J大会 7月8日(土)

手賀沼学会は、文学、環境学、歴史学、気象学、生物学、考古学、民俗学、郷 今J・日間野吉幸さん、「利根
土芸能など、手賀沼済局で育まれてきた文化の総体を学ぶことを「手賀沼学Jと 川の舟運についてJ…吉越
位置づけ、子どもから大人までが自由に吏流できる場として設立されました。 笑子さん、iGPSで探る我諌
当日は、基縮演、研究者による発表、展示、小学生による手賀鮮などが行 子のタヌキリ 竹内亨さん

われます。会員以外の方も参加できます。(電力中央研究所)、「我頚子

日時 7月8日凶午前 11時から午後4闘 のタヌキのフンを探る?J…松木吏弓さん(電力中央研究所)
場所 中央学院大学30周年記念館 。手賀鴫子・・柏市立手賀東小学校

※我孫子駅北口から無料送迎パスあり。(10時10分、10関35分、10関55分、 。展示 「素描画J…清水鉄滴さん、「史跡文学散歩J写真・短歌・探冊、 七宝
11時35分、12時40分、13開05分、13開30分) 作品…三谷和夫さんJ我菰子野鳥を守る会Jポスターセ、ソション…間野吉幸さん、
O基調講演 「我孫子古墳群と私J甘粕健さん(新潟大学名菅教授、新潟市歴 「晩般の手翻の自ii(昭和49年写真集)J 松尾和子さん
史博物館館長、元日本考古学協会会長) 申し込み 不要(直接会場ヘ)

@研究発表 「我孫子ウォーターフロン卜J…梅津一晴さん、「手賀沼の水鳥は、 圏 中央学院大学社会システム研究所内手賀沼学会事務局a7183・6522

住み慣れた地域で まちて 暮 らせるし立自
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一
わ
た
し
た
ち
の
一

一
ま
ち
の
憲
法
一

ー
次
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

今
ま
で
息
担
体
は
、
地
方
息
窪
に
基
づ
い
て
全
国

一
律
の
ル
l
ル
で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
方
分
権
が
進
む
中
で
、
全
国
の
先
進

的
自
治
体
で
は
、
よ
り
主
権
者
の
意
思
に
基
づ
い
て
自
治
体
運
営
を
行
う

一
歩
踏
み
込
ん
だ
独
自
の
ル
I
ル
と
し
て
自
治
基
本
条
例
を
作
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
千
葉
県
内
で
は
我
孫
子
市
が
最
初
の
制
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
自
治
基
本
条
例
は

「市
の
憲
法
」
と
も
言
わ
れ
、

「情
報
共
有」

「市
民
参
加
」
「
協
働
」
と
い
う
自
治
の
基
本
原
則
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
権
利
と
市
民
か
ら
信
託
を
受
け
た
強
会
・
市
長
等
の
あ
り
方
を
定

め
ま
す
。
市
で
は
、
策
客
委
員
会
で
、
我
孫
子
市
自
治
基
本
条
例
の
第
1
次
寮
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
条
例
づ
く
り
に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。

目IJ

-ー-
次
の
内
容
で
前
文
を
構
成
し
ま
す
0

0
我
孫
子
市
は
、
手
賀
沼
や
利
根
川

に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

。
我
孫
子
市
に
は
我
孫
子
な
ら
で
は

の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
が
あ
り
ま
す
0

0
私
た
ち
は
、
こ
の
か
け
が
え
の
な

い
他
に
誇
れ
る
市
民
共
有
の
財
産
を

守
り
、
育
ん
で
き
ま
し
た
0

0
活
発
な
市
民
活
動
が
環
境
や
福
祉

ぉ

c
'
a気
U

，.

な
ど
様
々
な
分
野
で
行
わ
れ
、
ま
ち

を
育
て
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
0

0
私
た
ち
は
、
先
人
た
ち
が
大
切
に

守
り
育
て
て
き
た
蜜
か
な
自
然
環
境
、

歴
史
、
文
化
、
伝
統
や
ま
ち
を
育
て

る
活
動
を
確
実
に
次
世
代
へ
引
き
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
0

0
今
、
地
域
に
役
立
つ
活
動
や
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

N
P
O
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
等
が
登
場
し
、

「公
共
」
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
行
政
に
依
存
し
て
き
た

「公

共
」
を
、
市
、
自
治
会
、
市
民
団
体
、

N
P
O
、
公
益
法
人
、
事
業
者
そ
の

他
地
域
の
多
様
な
主
体
が
、
相
互
に

翠
守
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
来
た

す
べ
き
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
な
が
ら
、

共
通
の
目
的
の
も
と
に
、
協
働
し
て

t1 怠第1168号

文

担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
0

0
地
域
社
会
が
抱
、
え
る
課
題
解
決
の

た
め
に
、
民
と
官
で
共
に
担
、
っ
我
孫

子
市
の

「公
共
」
の
あ
り
方
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

。
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
中
、
地
方
分
権
が
本
格
化
し
、

「地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
て
地

域
で
決
め
る
」
と
い
う
自
己
決
定
・

自
己
責
任
に
基
づ
く
地
域
経
営
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
0

0
我
孫
子
市
は
こ
れ
ま
で
徹
底
し
た

情
報
公
開
、
審
議
会
等
の
公
開
と
傍

聴
者
の
発
言
機
会
の
保
障
、
市
民
投

票
条
例
の
制
定
等
分
権
時
代
を
先
取

り
し
た
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
0

0
私
た
ち
は
、
市
民
が
主
権
者
で
あ

り
、
自
ら
地
域
の
こ
と
を
考
え
決
定

す
る
主
体
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
確
認
し
ま
す
。

。
地
域
の
多
様
な
主
体
が
と
も
に
担

う
豊
か
な
公
共
の
形
成
を
含
め
、
市

民
自
ら
の
日
常
的
な
実
践
と
市
民
が

信
託
し
た
議
会

・
市
長
の
二
元
代
表

制
度
を
通
じ
て
真
に
市
民
の
意
思
を

反
映
さ
せ
た
我
孫
子
市
の
自
治
体
運

営
を
実
現
す
る
た
め
、
私
た
ち
は
そ

の
最
高
規
範
と
し
て
、
こ
こ
に
(
仮

称
)
我
孫
子
市
自
治
基
本
条
例
を
定

め
ま
す
。

的

こ
の
条
例
は
、
我
孫
子
市
の
自
治

に
関
す
る
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
自
治
の
主
体
の
役
割

と
責
務
、
情
報
共
有
の
推
進
、
市
民

参
加
制
度
、
協
働
の
基
本
的
な
考
え

方
や
し
く
み
な
ど
を
定
め
、
我
孫
子

ら
し
い
自
治
を
確
立
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

自
治
の
基
本
原
則

ー
し

市
民
と
市
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本

原
則
に
基
づ
き
自
治
体
運
営
を
進
め

ま
す
。ω情
報
共
有
の
原
則
市
に
関
す
る

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
。

ω市
民
参
加
の
原
則
市
政
が
市
民

の
参
加
の
下
に
行
わ
れ
る
こ
と
。

小
川
協
働
の
原
則
地
域
社
会
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
市
と
地
域
の
多

様
な
主
体
が
協
働
す
る
こ
と
。

条
例
の
位
置
付
け

i
L

1

こ
の
条
例
は
、
市
の
自
治
の
基

本
を
定
め
る
も
の
で
、
自
治
体
運
営

の
最
高
規
範
と
し
ま
す
。

2

市
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
従

い
、
自
治
体
運
営
に
関
す
る
他
の
条

例
、
規
則
等
を
制
定
し
、
改
正
し
、

廃
止
す
る
と
と
も
に
、
運
用
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

目

義

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ

る
用
語
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

ω市
民
本
市
に
住
所
を
有
す
る
入
、

本
市
で
働
き
、
若
し
く
は
学
ぶ
人
又

は
本
市
で
事
業
そ
の
他
の
活
動
を
行

う
人
若
し
く
は
団
体
を
い
い
ま
す
。

ω市
市
議
会
及
ぴ
市
の
執
行
機
関

(
市
長
、
教
育
委
員
会
、
監
査
委
員
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
農
業
委
員
会
及

び
固
定
資
産
評
価
委
員
会
)
を
い
い

ま
す
。ω情
報
共
有
市
民
が
自
ら
考
え
行

動
し
市
民
自
治
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
民
と
市
と
が
市
政
に
関
す
る
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

小
川
市
民
参
加
市
民
が
政
策
の
形
成
、

実
施
、
評
価
の
過
程
に
参
加
す
る
こ

と
、
又
は
市
政
に
つ
い
て
意
見
を
表

明
し
提
言
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

同
協
働
地
域
社
会
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
市
と
、
市
民
活
動
団
体
、

事
業
者
そ
の
他
地
域
を
構
成
す
る
多

様
な
主
体
が
、
対
等
の
立
場
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
来
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

を
自
覚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生

か
し
な
が
ら
、
共
通
の
目
的
の
も
と

に
、
連
携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
を

い
い
ま
す
。

市

民

市
民
の
権
利

1

市
民
は
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、

障
害
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
権
利
が
保
障
さ
れ
、
誰
も
が

自
己
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
で
き
る

権
利
を
持
ち
ま
す
。

2

市
民
は
、
地
方
自
治
法
(
昭
和

辺
年
法
律
第
訂
号
)
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権
、

市
長
又
は
議
員
の
解
職
請
求
権
、
議

会
の
解
散
請
求
権
、
条
例
の
制
定
改

廃
請
求
権
等
を
持
ち
ま
す
。

3

市
民
は
、
前
各
項
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
、
自
治
体
運
営
に
関
し
次

の
権
利
を
持
ち
ま
す
。

ω市
に
関
す
る
情
報
を
知
る
こ
と
。

ω政
策
の
形
成
、
実
施
及
ぴ
評
価
の

過
程
に
参
加
す
る
こ
と
。

小
川
市
政
に
つ
い
て
意
見
を
表
明
し
、

提
言
す
る
こ
と
。

子
ど
も
の
権
利

l

ぃ

子
ど
も
は
、
そ
の
人
権
が
保
障
さ

れ
る
と
と
も
に
、
年
齢
に
応
じ
て
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利
を
持
ち

ま
す
。

市
民
の
責
務

|
日
】

市
民
は
、
自
治
体
運
営
に
お
い
て
、

次
に
掲
げ
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。

ω市
民
の
権
利
を
積
極
的
に
行
使
し

て
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ω互
い
の
権
利
を
認
め
合
い
、
協
力

す
る
こ
と
。

ω次
の
世
代
及
ぴ
我
孫
子
の
自
然
環

境
に
配
慮
し
、
豊
か
な
地
域
社
会
の

形
成
と
そ
の
継
承
に
努
め
る
こ
と
。

事
業
者
の
役
割

l

ぃ

事
業
者
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
、
そ
の
活
動
や
持
て
る
資
源
を

生
か
し
て
、
産
業

・
教
育

・
文
化
等

の
分
野
で
地
域
に
貢
献
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。

議
会

(
議
員
)

市
議
会
の
責
務

1

市
議
会
は
、
市
民
と
の
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、
市
議
会
へ
の

市
民
参
加
を
促
進
し
、
市
民
の
意
思

を
反
映
さ
せ
る
よ
う
運
営
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

市
議
会
は
、
前
項
の
取
組
み
を

進
め
る
た
め
、
市
議
会
の
開
催
日
程

及
び
請
願

・
陳
情
の
審
査
方
法
、
そ

の
他
議
会
運
営
上
の
幅
広
い
課
題
に

市
民
参
加
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、

よ
り
市
民
に
聞
か
れ
た
議
会
運
営
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

3

市
議
会
は
、
議
員
定
数
の
決
定

に
際
し
て
は
、
市
民
の
意
見
を
聴
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
議
会
の
役
割
と
権
限

lu

l

市
議
会
は
、
自
治
立
法
に
取
り

組
み
、
地
方
自
治
法
で
規
定
す
る
条

例
の
制
定
改
廃
、
予
算
の
決
定
、
決

算
の
認
定
、
基
本
構
想
な
ど
市
政
に

関
す
る
重
要
事
事
乞
議
決
す
る
ほ
か
、

7
年
以
上
の
長
期
計
画
を
議
決
す
る

も
の
と
し
ま
す
。

2

市
議
会
は
、
執
行
機
関
が
市
民

の
意
思
を
反
映
し
た
市
政
運
営
を
適

正
に
行
う
よ
う
監
視
し
、
け
ん
制
す

る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
政
策
の
提

案
を
行
い
、
議
会
の
機
能
を
十
分
に

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

3

市
議
会
は
、
苦
情
処
理
等
の
市

民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
事
項
の
調

査
、
議
員
立
法
に
向
け
た
研
究
等
を

行
う
た
め
に
、
学
識
経
験
者
及
ぴ
市

民
が
参
加
す
る
附
属
機
闘
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
の
責
務

i
u

l

市
議
会
議
員
は
、
公
選
さ
れ
た

市
民
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
持
つ
と
と
も
に
、
積
極
的
に
市
民

と
対
話
し
、
市
民
の
信
託
に
応
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

市
議
会
議
員
は
、
自
己
の
見
識

を
高
め
る
た
め
の
研
績
を
怠
ら
ず
、

審
議
能
力
及
び
政
策
提
案
能
力
の
向

上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

3

市
議
会
議
員
は
、
市
民
自
治
の

発
展
及
ぴ
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
、

市
議
会
議
員
の
責
務
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市

長
(
行
政
)

|
パ
日

U

市
長
の
役
割
と
責
務

ト

μ

1

市
長
は
、
公
選
さ
れ
た
市
民
の

代
表
と
し
て
、
市
政
運
営
に
あ
た
り

そ
の
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
適
切

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

市
長
は
、
市
の
代
表
と
し
て
、

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
自
治
を
推
進

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
長
候
補
者
の
ロ
ー
カ
ル
・

マ
ニ
フ
エ
ス
ト
の
作
成

市
長
選
挙
に
当
た
っ
て
は
、
候

補
者
は
、
達
成
し
た
か
ど
う
か
検
証

可
能
な
具
体
的
な
公
約
(
以
下

「
ロ

ー
カ
ル

・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と
い

う
)
を
作
成
し
、
政
策
目
標
を
明
確

に
し
て
、
市
民
が
政
策
を
選
択
で
き

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

市
は
、
市
長
候
補
者
が
ロ
ー
カ

ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
で
き
る

よ
う
、
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
長
の
在
任
期
数

U
U

(案
1
)
市
長
は
、
予
算
編
成
、
政

策
の
選
択
と
執
行
、
そ
の
他
市
の
事

務
に
関
す
る
権
限
が
集
中
す
る
地
位

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
個
性
が
ま

ち
づ
く
り
に
強
く
反
映
さ
れ
る
た
め
、

二
翁
聞
で
様
々
な
角
度
か
ら
抜
本

的
に
行
政
運
営
を
見
直
す
機
会
を
作

る
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
得
意
分

野
を
持
っ
た
人
が
市
長
を
務
め
る
こ

と
に
よ
り
、
市
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
発
展
が
図
れ
る
よ
う
、
市
長
の
職

に
は
連
続
し
て
3
期
(
各
任
期
に
お

け
る
在
任
期
聞
が
4
年
に
満
た
な
い

場
合
も
こ
れ
を
1
期
と
し
ま
す
)
を

超
え
て
在
任
し
な
い
よ
う
努
め
る
も

1 

の
と
し
ま
す
。

(案
2
)
市
長
の
任
期
を
制
限
す
る

規
定
は
必
要
な
い
。

行
政
運
営
の
基
本
原
則

l
u

市
長
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本
原
則

に
基
づ
い
て
、
計
画
的
か
つ
効
果
的

な
行
政
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ω市
民
の
身
体

・
生
命

・
財
産
を
守

る
な
ど
、
く
ら
し
の
安
全

・
安
心
を

確
保
す
る
こ
と
。

ω個
人
情
報
の
厳
格
な
保
護
を
前
提

と
し
た
積
極
的
な
情
報
の
公
開

・
提

供
を
推
進
す
る
こ
と
。

小
川
政
策
の
形
成
、
実
施
、
評
価
の
過

程
に
積
極
的
な
市
民
の
参
加
を
確
保

し
市
民
の
意
思
を
反
映
す
る
こ
と
。

同
地
域
社
会
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
地
域
を
構
成
す
る
冬
騒
な
主
体

と
役
割
分
担
喜
明
確
に
し
て
、
対
等

な
立
場
で
連
携
す
る
こ
と
。

同
公
正
か
つ
透
明
性
を
確
保
し
た
適

正
な
行
政
手
続
を
行
う
こ
と
。

小
川
行
政
活
動
に
対
す
る
説
明
責
任
を

果
た
す
こ
と
。

的
自
治
立
法
に
向
け
て
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
の
提
言
を

自
治
立
法
に
積
極
的
に
生
す
こ
と
。

小
川
市
民
の
信
託
を
受
け
た
市
長
の
ロ

ー
カ
ル

・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
市
の
計

画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

例
議
会
か
ら
の
行
政
運
営
に
対
す
る

是
正
措
置
、
苦
情
調
査
等
の
結
果
を

尊
重
す
る
こ
と
。

財
政
運
営
の
基
本
原
則

lu

l

市
長
は
、
財
政
運
営
の
健
全
性

を
確
保
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
た
め
、
効
果
的

・
効

率
的
な
支
出
、
自
主
財
源
の
確
保
及

ぴ
財
源
調
達
の
工
夫
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

市
長
は
、
前
項
の
取
組
み
を
進

め
る
た
め
に
、
財
政
の
具
通
し
を
明

確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

3

市
長
は
、
予
算
、
決
算
、
パ
ラ

次
ぺ
I
ジ
上
へ
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ω市
民
活
動
社
会
に
貢
献
す
る
活

動
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

⑦
自
主
性
・
自
立
性
に
基
づ
く
活
動

@
市
民
の
生
活
の
向
上
及
ぴ
改
善
に

結
び
つ
き
、
社
会
に
貢
献
す
る
活
動

⑤
継
続
的
な
活
動

@
営
利
を
目
的
と
し
な
い
活
動
。
た

だ
し
、
活
動
に
よ
り
生
じ
た
収
益
が

あ
り
、
そ
の
余
剰
利
益
が
組
織
の
構

成
員
に
分
配
さ
れ
ず
、
本
来
の
活
動

目
的
に
再
投
資
さ
れ
る
場
合
は
、
営

ン
ス
シ
l
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

等
の
財
政
状
況
の
公
表
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
に
分
か
り
ゃ
す
い
も
の
と

な
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
要
望
、
苦
情
等
へ
の
対
応

L

1

市
は
、
市
民
の
要
望
・
苦
撞
帯

を
市
民
の
意
見
と
し
て
受
け
止
め
、

応
答
義
務
・
説
明
責
任
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

市
は
、
前
項
の
要
望
・
苦
翠
帯

及
び
市
の
対
応
に
閑
し
文
書
を
作
成

し
て
適
正
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、

個
人
情
報
の
厳
格
な
保
護
を
前
提
に

公
開
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

3

市
長
は
、
要
望
・
苦
情
等
が
不

当
に
受
け
入
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の

救
済
の
た
め
、
行
政
活
動
全
般
又
は

福
祉
、
子
ど
も
等
の
特
定
の
分
野
を

担
当
す
る
救
済
機
闘
を
設
置
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

4
.
前
項
の
救
済
機
関
は
、
要
望
・

苦
情
等
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
案

で
行
政
不
服
審
査
法
(
昭
和
幻
法
律

第
1
6
0
号
)
に
基
づ
く
審
査
請
求

又
は
異
議
申
立
て
の
対
象
と
な
る
場

合
に
お
い
て
も
、
審
査
請
求
又
は
異

議
申
立
て
前
に
要
望

・
苦
情
等
の
申

出
者
か
ら
救
済
の
求
め
が
あ
っ
た
と

き
は
、
必
要
な
調
整
を
行
う
よ
う
努

め
る
も
の
と
し
ま
す
。

職
員
の
責
務

職
員
は
、
市
民
が
主
権
者
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
市
民
生
活

及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ

し
て
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
2

職
員
は
、
民
間
活
動
と
の
連
携

に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
政
策
形

成
能
力
、
調
整
能
力
及
び
政
策
法
務

能
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

3

職
員
は
、
一
人
ひ
と
り
が
市
の

代
表
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
行
動

し
、
事
業
の
必
要
性
、
優
先
順
位
等

を
責
任
を
持
っ
て
説
明
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

4

職
員
は
、
職
員
に
な
っ
た
と
き

は
、
こ
の
条
例
に
宣
誓
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

行
政
評
価

l
lu

市
は
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行

政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
常
に
行
政

活
動
の
目
標
と
成
果
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
達
成
度
等
を
適

切
に
評
価
し
、
事
業
の
選
択
及
び
質

の
向
上
、
財
源
、
人
員
等
の
効
果
的

活
用
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

外
部
監
査

i
ぃ

市
は
、
公
正
で
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
行
政
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

外
部
監
査
制
度
を
導
入
し
て
、
内
部

監
査
制
度
と
連
携
さ
せ
て
よ
り
効
果

的
な
監
査
が
行
え
る
よ
う
、
外
部
監

査
制
度
に
関
す
る
条
例
を
定
め
ま
す
。

制
度
を
整
備
し
、
適
切
な
運
用
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

審
議
会
等
の
委
員
公
募
ト

U

市
は
、
審
議
会
、
懇
談
会
等
(
地

方
自
治
法
第
1
3
8
条
の
4
第
3
項

の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
附
属
機

関
及
び
こ
れ
に
準
じ
要
綱
等
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
懇
談
会
、
検
討
委
員
会

等
を
い
い
ま
す
。
以
下
同
じ
と
し
ま

す
)
に
は
原
則
と
し
て
公
募
委
員
を

選
任
す
る
と
と
も
に
、
委
員
の
選
定

に
当
た
っ
て
は
透
明
性
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

審
議
会
等
の
傍
聴
者
の

一

発
言
機
会
の
保
障

一

市
は
、
審
議
会
、
懇
談
会
等
を
原

則
と
し
て
公
開
す
る
と
と
も
に
、
傍

聴
者
の
発
言
機
会
を
保
障
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
関
陣
い

市
は
、
政
策
形
成
過
程
で
説
明
会
、

対
話
集
会
(
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
)
等
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

I
U

市
は
、
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え

る
重
要
な
政
策
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

市
民
に
よ
る
条
例
案

づ
く
り
へ
の
支
援

市
長
は
、
市
民
自
ら
が
条
例
案
を

策
定
す
る
場
合
に
は
条
例
案
づ
く
り

を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
評
価
へ
の
市
民
加

l
し

市
長
は
、
行
政
評
価
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
そ
の
透
明
性
を
高
め
る

た
め
、
市
民
参
加
に
よ
り
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

監
査
へ
の
市
民
参
加

ト

U

市
は
、
監
査
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
そ
の
公
正
性
を
高
め
る
た
め
、

市
民
参
加
で
行
え
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
し
ま
す
。

市
民
投
票

I
l
l
-u
u

l

市
は
、

重
要
な
政
策
の
選
択
に

市
民
の
意
思
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
市
民
投
票
に
付
す
事
項
、
投

票
資
格
者
、
発
議
権
者
、
投
票
結
果

の
取
扱
い
等
を
明
確
に
し
た
常
設
の

市
民
投
票
条
例
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

2

市
は
、
政
策
に
よ
っ
て
は
子
ど

も
が
年
齢
に
応
じ
て
投
票
で
き
る
よ

う
投
票
資
格
を
定
め
る
も
の
と
し
ま

す。

利
を
目
的
と
し
な
い
活
動
と
み
な
し

ま
す
。

②
市
民
に
対
し
常
に
活
動
内
容
が
聞

か
れ
た
活
動

ω市
民
事
業
地
域
課
題
を
解
決
し

た
り
、
地
域
ニ

l
ズ
に
対
応
し
た

物
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市
民
の

事
業
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
取
り

入
れ
た
も
の
で
、
事
業
に
よ
り
得
ら

れ
た
利
益
が
配
分
さ
れ
労
働
の
対
価

を
得
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

1 

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743

治
推
進
制
度
審
議
会
(
以
下
「
審
議

会
」
と
い
、
っ
。
)
を
設
置
し
ま
す
。

3

市
長
は
、
4
年
を
超
え
な
い
期

間
ご
と
に
、
こ
の
条
例
の
改
正
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
条
例
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
審
議
会
の
意
見

を
聴
き
、
等
霊
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

(
仮
称
)
自
治
推
進
制
度

審
議
会
の
設
置

-
市
長
は
、
自
治
推
進
制
度
の
運

用
状
況
を
常
に
調
査
し
、
そ
の
充
実

を
図
り
、
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

2

市
長
は
、
前
項
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
(
仮
称
)
我
孫
子
市
自

市のホームページ、行政情報

資料室、各行政サービスセン

タ一、我孫子駅前行政連絡所、

アビス夕、市民プラザ、湖北地

区公民館、市御月企画調整室で

ご覧になれます。

因企画調整担当O7185・1426
(直通)

条例1次案の
条文解説と

主な論点

協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

市
は
、
国
・
県
と
対
等
な
立
場

で
連
携
・
協
力
す
る
と
と
も
に
、

国
・
県
の
制
度
、
政
策
等
の
改
善
を

積
極
的
に
主
張
・
提
言
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

他
の
団
体
・
機
関
と
の
連
携

-
市
は
、
環
境
・
防
災
な
ど
広
域

的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
近
隣
自

治
体
及
ぴ
関
係
機
関
と
逮
携
・
協
力

す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
を
推
進

す
る
た
め
全
国
の
自
治
体
と
連
携
・

防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 

| お知らせ
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7月23岡田10時
第7醗践員会
制附猷会舷)

パブリックコメント(意見公募)を実施

市では、条例1次案について、市民の皆さんからのご意見を公募します。お寄せいただいたご意
見への回答は、個別ではなく類別して、市の考え方を公表します。
公表場所 ホームページ、行政情報資料室、各行政サービスセンター、我孫子駈前行政連絡所、ア
ビス夕、市民プラザ、湖北地区公民館、市役所企画調整室

意見提出の期間 7月1目白から14日幽
提出方法郵送、ファクス、 Eメールのいずれかで、住所、氏名、意見(書式は自由、件名は i(仮称)
我孫子市自治基本条例1次案についての意見J)を明記し、 7月14日必着でT270・1192市役所企
画調整室企画調整担当(住所省略可)剛7183・0066、Eメール|くikalくu@city.abilくo.chiba.jpヘ

タウンミーティングヘご参加を

市では、条例1次案について、多くの皆さんのご意見をお聞きし、条例づくりにいかすため、
タウンミーティングを開催します。開催日時・場所は次のとおりです。
1回目 7月9日(日)午前9時40分から、アビスタホール
2回目 7月9日(日)午後2時から、湖北台近隣センター

t1 怠

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

市
民
は
、
地
域
の
身
近
な
課
題

を
解
決
す
る
、
?
え
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
認

識
し
、
市
民
は
そ
の
自
主
的
・
自
立

的
な
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
お

互
い
に
情
報
提
供
を
行
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

市
民
活
動
・
市
民
事
業
の
推
湛
γ

」

市
は
、
次
に
掲
げ
る
市
民
活
動
及

び
市
民
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
、
情
報
及
び
活
動
場
所

の
提
供
、
財
政
援
助
、
そ
の
他
活
動

の
充
実
及
び
自
立
の
た
め
の
支
援
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
と
民
間
活
動
と
の
連
携

市
は
、
対
等
な
立
場
で
さ
ま
ざ
ま

な
民
間
活
動
と
連
携
・
協
力
し
て
、

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

i
し

1

市
は
、

互
い
の
権
利
を
認
め
合

い
協
力
し
、
次
の
世
代
及
ぴ
我
孫
子

の
自
然
環
境
に
配
慮
し
豊
か
な
地
域

社
会
の
形
成
と
そ
の
継
承
に
取
り
組

ん
で
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
主
性

.
自
立
性
を
最
大
限
噂
霊
す
る
と
と

も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役

立
つ
地
域
情
報
の
提
供
及
ぴ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の
支
援
に
努
め
な

8月20日嗣10時
第8目叢定委員会
(清防署大会輯劃

8月18日嗣子
第10目起草会聾
(市役所分館大会聾室)

8月

3

市
は
、
第
1
項
及
ぴ
第
2
項
の

取
組
み
を
進
め
る
た
め
、
文
書
及
ぴ

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
(
記
録
史
料
)
を
適

正
に
管
理
す
る
条
例
、
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
及
ぴ
情
報
公
開

に
関
す
る
条
例
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

情
報
共
有
の
推
進

1

市
は
、
市
民
の
知
る
権
利
を
保

障
す
る
た
め
に
、
情
報
を
適
正
に
管

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

市
は
、
市
民
参
加
の
実
効
性
を

確
保
し
、
協
働
の
質
を
高
め
る
た
め
、

市
民
と
の
情
報
共
有
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。策定委員会、起草会識はどなたでも

悔聴できます。

(3) 2006.7.1 
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(仮称)我孫子市
自治基本条例
策定委員会

起草会議

見
を
表
明
す
る
権
利
を
保
障
す
る
た

め
、
多
様
な
市
民
参
加
・
意
見
表
明

市
民
参
加
・

意
見
表
明
の
機
会
仁
慌
嵐

市
は
、
市
民
が
市
政
に
参
加
し
意
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国
道
市
号
「
千
葉
柏
道
路
」

千
葉
柏
道
路
協
議
会
が
提
言
を
ま
と
め
解
散

千
葉
柏
道
路
協
強
会
は
、

3
月
鈎
日
に
開
催
し
た
第
叩
回
の
会
穂

で
、
国
土
交
通
省
へ
の
提
言
を
ま
と
め
、
解
散
し
ま
し
た
。
提
言
書

は、

2
月
の
第
げ
回
会
績
で
の
「
協
強
会
で
の
意
見
集
約
が
国
離
な

状
況
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
輯
論
を
と
お
し
て
確
認
さ
れ
た
内
容
を
提

言
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
者
』
た
い
」
と
の
国
土
交
通
省
の
要

請
を
受
け
、
協
蝿
会
が
織
論
を
重
ね
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

今
回
の
提
言
に
は
、
当
初
予
定
し

て
い
た
具
体
的
な
対
策
案
や
そ
の
構

造
な
ど
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
協
議
会
」
と
「
市
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」
を

基
本
と
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ポ

ル
ブ
メ
ン
ト

(
P
I
)
方
式
で
し
た

提言の主な内容
①国道16号には突通渋滞とこれに起因

する環填悪化などの問題が多く、突通

容量の拡大を軸とした何らかの対策が
必要である。

②将来の 「東葛らしさJを踏まえた「み
ちづくりJ. iまちづくりJの基本理念
力軍要であり、良好な道路突通環境の

整備により、「みちづくりJ. iまちづ
くりJを進めるべきである。
③抜本的な問題解消のためにはバイパス

案が有効であり、あわせて現国道16

号の対策を行うことも必要である。

@バイパス案は、渋滞緩和などの突通機

能に加え、手賀沼の保全や既成市街地
への影響評価も重要であり、住民から

の意見が多く協議会委員からも意見が
あった既成市街地や手賀沼を迂回する

利根川沿いのjレートを含め、起終点位

置などさまざまな視点から十分に検討
すべきである。(今後検討するひとつ

のルート帯案のイメージ図も掲載)

@今後は、周辺道路や沿道の土地利用、

風致景観を勘案しながら、地域と行政

が協働して専門的な見地から検討を行

うべきである。
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住居表示を

7月18日に実施

我孫子と根戸のー部の地区

第 1168号

←北柏

大
字
我
孫
子
と
大
字
根
戸
の
一
部

区
域
(
左
上
図
)
の
住
居
表
示
が
7

月
四
日
に
実
施
さ
れ
、
住
所
の
表
し

方
が
変
わ
り
ま
す
。

対
象
地
区
の
住
所
の
表
し
方
は
、

先
に
各
世
帯
・
事
業
所
に
お
届
け
し

た

「住
居
表
示
変
一
翼
通
知
書
」
の
と

お
り
で
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
市
民
課
へ
ご
逮
絡
く
だ
さ
い
。

住
所
の
表
示
変
更
に
伴
う
手
続
き

に
必
要
な
証
明
書
は
、

7
月
四
日
以

降
各
世
帯
・
事
業
所
へ
郵
送
し
ま
す
。

圃
市
民
課
・
内
線
2
1
8

7月15日，...，17日

自動発行機は休止
市内4力所の公共施設に設置

されている自動発行機(住民票

と日暗証明書を吏付)は、住居

表示に伴う変更処理を行うため、

7月15目白から17日制の3
日聞はご利用できません。

が
、
市
民
参
加
の
点
で
極
め
て
不
十

分
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
国
道
路
号
の
現
道
対
策

の
必
要
性
、
手
賀
沼
の
保
全
や
既
成

市
街
地
の
影
響
調
査
も
重
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
我
孫
子
市
の
意
見
が
一

定
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
提
言
の
と
り
ま
と
め
と
協
議

会
の
解
散
を
了
解
し
ま
し
た
。

国
土
究
通
省
で
は
、
こ
の
提
言
を

受
け
、
新
し
い
検
討
組
織
を
つ
く
り
、

具
体
的
な
道
路
計
画
の
策
定
に
着
手

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

自
然
と
の
調
和
、
住
環
境
、
交
通

体
系
な
ど
の
観
点
か
ら
、
必
要
な

提
案
や
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

提
言
舎
は
、
行
政
情
報
資
料
室

と
各
市
民
図
書
館
、
千
葉
国
道
事

務
所
ホ

1
ム
ペ

1
ジ
F
2
q
¥
¥

老
若
者
-
宮
門
-
B
Z
F
m
0・
5
¥

の

Eσω
¥
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
7

-m伝詣IIB出!Olrnllf・
作品を募集

開
発
戸
・
都
部
の
谷
津
の
風
景
や
、

動
植
物
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
、

8
月
お
日
か
ら
市

民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
る
谷
津
展
に

展
示
さ
れ
ま
す
。

内
容

開
発
戸
・
都
部
の
谷
津
の
風

景
、
生
物
、
植
物
な
ど
を
被
写
体
と

し
た
も
の
(
出
品
料
無
料
)

※
撮
影
は
ハ
ケ
の
道
(
山
際
の
道
)

都展
望区
草分
四に
の聞
素遥
零す
2る
を
縦
覧

都
市
計
画
基
礎
調
査
の
結
巣
に
基

づ
き
、
将
来
人
口
の
見
通
し
ゃ
少
子

.
高
齢
化
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、

都
市
計
画
の
目
標
や
目
標
年
次
、
人

口
フ
レ
ー
ム
(
将
来
人
口
)
な
ど
に

関
連
す
る
変
更
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
都
市
的
土
地
利
用

が
さ
れ
、
周
囲
の
道
路
整
備
状
況
も

良
好
な
市
内
の
3
カ
所
の
区
域
と
、

布
佐
駅
南
側
の
地
区
計
画
制
度
を
活

用
し
た
都
市
基
盤
整
備
を
行
う
区
域

に
つ
い
て
、
市
街
化
区
域
へ
の
編
入

と
用
途
地
域
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

こ
の
都
市
計
画
案
を
作
成
す
る
う

え
で
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
、

紫
案
の
縦
覧
と
公
聴
会
、

地
区
計
画
原
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

素

案

の

縦

貫

素
案
の
種
類

①
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針

②
区
域
区
分
③
用
途
地
域

期
間

7
月
4
日

ωか
ら
回
日

ωの

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
(
県
庁
は

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
)

場
所
市
役
所
都
市
計
画
謀
、
県
庁

都
市
計
画
課

。
公
聴
会

日
時

8
月
初
日
制
午
前
日
時
か
ら

場
所
市
役
所
分
館
大
会
議
室

公
述
で
き
る
方
市
内
に
住
所
の
あ

る
方
(
法
人
を
含
む
)
、
利
害
関
係

の
あ
る
方

公
述
の
申
し
出

千
葉
県
知
事
あ
て

の
公
述
申
出
番
(
市
役
所
都
市
計
画

課
に
用
意
)
に
住
所
、
氏
名
な
ど
を

明
記
し
、
意
見
の
要
旨

(
8
0
0
字

以
内
)
を
添
付
の
、
?
ぇ
、

7
月
日
日

消
印
有
効
で
〒
2
7
o
l
-
-
9
2

市
役
所
都
市
計
画
課
(
住
所
省
略
可
)

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
公
述
を
希
望
す
る
方
が
名
薮
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
(
公
述
し

て
い
た
だ
く
方
に
は
通
知
)
。

※
公
述
さ
れ
た
意
見
霊
園
と
意
見
に

対
す
る
県
の
考
え
方
は
、
公
聴
会
後

に
県
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

Z
号
、
¥
若
者

宅
・
匂
『
止
-nEσ
ど旬、
¥
に
掲
載
し
ま
す
。

公
聴
会
の
傍
聴
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
直
接
会
場
へ

※
先
着
順
の
た
め
、
満
員
の
場
合
は

か
ら
行
い
、
谷
津
内
の
土
地
に
は
絶

対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

規

格

カ

ラ

l
ワ
イ
ド
判
で
横
判

(
四
つ
切
り
も
可
)

応
募
規
定
①
作
品
は
1
人
3
点
ま

で

②
作
品
の
裏
面
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
豆
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

撮
影
場
所
、
撮
影
月
、
題
名
を
明
記

し
た
も
の
を
脂
悦
③
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
を
使
用
し
た
作
品
は
、
そ
の
旨

を
裏
面
に
明
記
。
合
成
、
加
工
な
ど

の
編
集
は
不
可
④
撮
影
時
期
は
聞

い
ま
せ
ん
⑤
作
品
は
谷
津
展
終
了

後
に
返
却
し
ま
す
@
作
品
は
谷
津

に
関
す
る
刊
行
物
な
ど
に
使
用
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

応
募
方
法

7
月
お
日
働
必
着
で
〒

2
7
0
i
1
9
2
市
役
所
手
賀
沼

謀
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
主
催
我
孫
子
市
開
発
戸
・
都
部
谷

津
ミ
ュ

1
ジ
ア
ム
の
会
、
我
孫
子
市

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
4

入
場
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

圃
市
役
所
都
市
計
画
課
宮
7
1
8

5
・
1
5
2
9
、
県
庁
都
市
計
画
課

宮

0
4
3
・
2
2
3
・
3
1
6
1

原

案

の

縦

覧

布
佐
駅
南
側
地
区
地

原
案
の
種
類

区
計
画

期
間

7
月
4
日

ωか
ら
四
日

ωの

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

場
所
市
役
所
都
市
計
画
課

※
地
区
計
画
区
域
の
土
地
所
有
者
と

土
地
に
利
害
関
係
の
あ
る
方
は
、
原

案
に
つ
い
て
7
月
お
日
(
郵
送
の
場

合
は
消
印
有
効
)
ま
で
に
意
見
の
要

旨

(
8
0
0
字
以
内
)
を
添
付
し
た

意
見
書
(
市
役
所
都
市
計
画
課
に
用

意
)
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

圃
市
役
所
都
市
計
画
課
宮
7
1
8

5
・
1
5
2
9

サポートセンターが
閉館します

緑1丁目の地区計画案を縦覧
我孫子市・柏市共催

水防演習
市民会館内に、市と社会福祉協議会が

設置している我諌子市ボランティア・市

民活動サポートセンター(サポートセン

ター)は、 7月23日(日)をもって閉館し
ます。

8月1日仰には、我弼子駅南口のけや

きプラザ10階に、市の施設として「あ
ぴこ市民活動ステーションJがオープン
します。

市民活動を行っている団体制国人、こ

れから始めようとする方力T利用できます。

固市民活動支援諜D7185・1467

午前9時から午後5閏

場所都市計画課(東別館1階)

都市計画を定める土地の区域緑

1丁目の一部の区域
※市内に住所のある方(法人を含

む)と利害関係のある方は、案に

ついて7月18日(郵送の場合は
消印有効)までに意見の要旨(800
字以内)を添付した意見書(都市

計画課に用意)を提出することが

できます。

園都市計画課D7185-1529 

手賀沼に近接する緑1丁目地区

は、かつて白樺派の文人たちが集

った「三樹荘Jをはじめ、文化的
・歴史的遺産のある緑豊かな地区

です。

この地区計画は、史跡・文化財

を活用した斐流拠点としてふさわ

しい建築物を誘導するとともに、

良好な住環境の保全のために定め

るもので、関係機関と調整した案

を縦覧します。

期間 7月4日e，Iりから18日仰の

我課子市と柏市の共催による水防演習が、消防団

員消防職員、防災関係者など約500人が参加して、
利根川河川敷で行われます。

当日は、利根川増水を想定し、土のう作りをは

じめ、青竹を使って堤防の亀裂の拡大を防ぐ「折

り返し工法J、土のう積みにより堤防の漏水を防ぐ
「月O浦工法」などを行います。

国土突通省の緊急用水害対策車も展示されます。

日時 7月15日凶午前8閏30分から11時
場所 江蔵地先の利根川河川敷(利根川ゅうゅう

公園デイキャンプ広場前)(雨天実施)

固治水諜・内線557

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp自 は「あびこ楽校jの事業です。
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自治体の創意工夫で
教育の充実を
全国市長会の研究会の委員|こ

E司ヨヨI:[~J・臼

参加者を募集• 
義
務
教
育
制
度
の
実
現
を
め
ざ
し
、

全
国
市
長
会
が
今
年
3
月
に
設
け

た
も
の
で
す
。

研
究
会
は
市
長
と
大
学
教
授
な

ど
お
人
で
構
成
さ
れ
、
今
回
は
小

中
学
校
教
員
の
人
事
権
を
県
か
ら

市
町
村
へ
委
譲
す
る
こ
と
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
福
嶋
市
長
は
、

mw
年
度

か
ら
全
国
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ

る
「
(
仮
称
)
放
課
後
子
ど
も
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
実
施
場
所
や

運
営
メ
ン
バ
ー
ま
で
国
が
細
か
く

決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
問
題
を

指
摘
。

「
市
町
村
が
自
主
的
な
取

り
組
み
を
進
め
、
地
域
の
状
況
に

応
じ
て
創
意
工
夫
す
る
こ
と
が
大

切
だ
」
と
発
言
し
、
一
層
の
分
権

の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、

1
年
後
に
報
告

書
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

市
蛍
住
宅
@

入
居
者
を
事
集
し
ま
す

市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
下
表
参
照

入
居
資
格
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

。
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

。
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

。
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親
族
が

あ
る
方

※
単
身
者
は
、
条
件

(
年
齢
が

ω歳

以
上
ほ
か
)
に
よ
り
入
居
可
能
。

入
居
資
格
収
入
基
準
(
月
額
)

。

一
般
世
帯

:-m万
円
以
下

。
高
齢
者

・
障
害
者

・
子
育
て
世
帯

な
ど
・
:
お
万
8
0
0
0
円
以
下

申
込
書
の
配
布
と
受
け
付
け

7
月

市民文化祭は、 10月7日出から 11月26日但)ま

で開催されます。

作品と参加者を下表のとおり募集します。

応募締め切り 8月4日(手工芸は7月31目、短歌

は8月31日、絵画は9月1目、北部地域文化祭は9

月6目、俳句は9月23日)(いずれも必着)
※日程や会場の都合により、各部門とも定数になり

次第締め切りとなります。

※作品には住折、氏名、電話番号を明記してください。

主催我弼子市教育委員会

圏各申込先ヘ

先込申申込方法作品規格 ・条件
部門 ・日時・場所
(開催日顧)

10月7日・8日
化魅鉢で

アビスタ

10月15日
市民会館

さっき

歌謡曲

3
日
聞
か
ら
初
日
闘
の
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
、
住
宅
課
(
東
別
館
1

階
)
〈
郵
送
は
不
可
〉

必
要
書
類

。
市
営
住
宅
入
居
申
込

書
@
市
営
住
宅
入
居
調
書
@
入

居
者
全
員
の
住
民
票
(
外
国
人
は
外

国
人
受
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
)

。
入
居
者
全
員
の
所
得
を
証
明
す
る

書
類
(
学
生
は
学
生
証
の
写
し
)

※
申
込
者
の
状
況
に
よ
り
、
こ
の
ほ

か
に
も
証
明
書
な
ど
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
居
可
能
回
目
月
1
日
側

※
落
選
者
は
、
1
年
間
ま
た
は
次
回

募
集
ま
で
補
欠
者
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
す
(
今
回
申
し
込
ん
だ
住
宅
の
み
)。

圃
住
宅
課
・
内
線
5
7
0

10月21日
市民会館

俳句

年

年

す

は

mm
.制
的
判
村
山
時

代
川
和
代
川
和
で
て

昭

昭

居

育

(
.
(
入
子

円

相

刈

み

句

、

駅

辺

者

帯

北

約

身

世

湖

歩

単

者

徒

は

害

?

部

障

制
3
無

1
省

3
有

2
無

3
無

1
省

3
有

?
?
f

2

す
世

;

で

者

也

7

1

子
9

子
H

H

3

け
齢

的

r
山
7

孫
1

孫
F

1

0

向
副

肘

与

野

田

我

我

1

部

帯

。

。

月

栄

高

東

東

都

世

す

す

E
司

~

~

~

~

~

~

~

~

~

#

官

古

品

古

A
F

団
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
害
い
り

貯

悶

悶

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m叩
m
m幡
町
内

家

伽

4
釦
釦
止
し

&zan訊
U
I
U町
駅

4
乳
9
わ
身
か
合

;
2
5
2
6
2
7
2
6
2
5
2
5
2
5
1
1
は
分
場

k

k

k

k

k

k

k

k

分
に
る

プ

り

心

心

心

心

心

心

心

-

7

w

A

集
陪
わ

5
K
5
K
5
K
5
K
5
'
‘
5

K
ぺ
募
段
変

イ
取
犯
J
1

犯
J
1
犯
J
1

犯
J
1
犯
J
1

犯
J
1
犯
J
1
m
m
J
4
m
4

戸
4

が一

タ
間

M

M

M

M

M

M

M

“
小
川
川
一
頼

n
D
P
L
Hリ

戸

戸

戸

戸

戸

戸

川

戸

戸

川

戸

川

子

入

よ

1
1
2
1
2
1
h
w
2
1
h
w
2
h
w
孫
収
に

子

子

我

は

額

官
僚

k

官
僚

3

東
賃
準

我
J

我
E

り
家
基

東

東

悦

※

交通の便建築年度

我孫子駅 1981 
徒歩約15分(昭和56)年

1990 
(平成2)年
1991 
(平成3)年

天王台駅
徒歩約12分

名称誇
栄

小暮

東我孫子駅 1985 
徒歩約1分(昭和印)年

東我孫子駅 1984 
徒歩約5分(昭和59)年

市名

ポンプ車小型ポンプ
操法の部 操法の部

1 鎌ケ奇市野田市
2 流山市市川市
3 船橋市流山市
4 松戸市我孫子市
5 浦安市松戸市
6 野田市船橋市
7 市川市柏 市
8 柏市
9 我孫子市

※鎌ケ谷市、浦安市は小型ポ
ンプの部は出場しませんo

葛飾園周防保志大会支直油

7月2日(日)五本松運動広場で
各市の大会を勝ち抜いてきた東葛飾地区9市の

消防団(右寄が、高い消防操法技術を競います。

我孫子市からは、ポンプ車の部に第21分団、小

型ポンプの部に第14分団が出場します。

各部の優勝・準優勝の消防団が県大会ヘ出場し、

全国大会出場をめざします。

日時 7月2日(日)午前9聞から
蝿所五本船運動広場(荒天延期)

※延期の場合は7月9日(日)に行います。
※駐車場の駐車台数には限りがあります。

固消防本部警慌知7181・7701(当日はO71

弘道 ft7184・2385
美津子宮7代静6756

小松
小俣

電話

10月30日~
11月1日
市民会館

11月2日-5日
菊花

アビスタ

11月3日
市民プラザ

11月3日
市民会館

11月3日
市民会館

11月3日
湖北地区公民館

11月3日
アビスタ

展示…11月3日
対象地域:常磐鰻以北

北部-5目、芸能…11
(我孫子北部地域)

地減月19日、つくし野
内容:展示部門、芸能部

文化祭コミューティーホ固
ールほか リ

10月28日
市民会館

短歌

写真

都部

干270・1175青山台1・12・13
鉢物、切り花いずれも可電話、ハガキ

水田清ft7139・6985

電話、ハガキ干270・1152寿1・23・2
(当日持参可)中野 日出夫 ft7182・4878

重信 ft7182・5438

干270・1154白山2・12・4
電話、ハガキ

郡司貴恵 ft7182・2筑泡

広好 ft71槌・3245

圭子 宮 718~トα珂8

福
嶋
市
長
は
5
月
却
日
、
全
国

都
市
会
館
(
千
代
田
区
)
で
開
催

さ
れ
た
「
教
育
に
お
け
る
地
方
分

権
の
推
進
に
関
す
る
研
究
会
」
に
、

委
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
教
育
の
分
野

に
お
け
る
市
町
村
の
権
限
の
拡
大

や
自
立
性
の
向
上
な
ど
、
地
方
分

権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な

干270・1138下ヶ戸435・11
電話、ハガキ

橘長利 ft7149・1343

曲名、連絡先を記入(応 干270・1132湖北台8・9・15
電話、ハガキ

募者多数の場合は抽選) 阿部 茂ft090・8081・7827

題:r野菊Jr秋雨Jr維詠J各1旬、計
ー干270・1138下ヶ戸285

3句と住所、氏名を便せん大の用紙L
染奇卓 ft7182・4441

記入し、参加費lOC氾円を漆えて郵送
油彩、水墨画、日本画、 応募用紙(市役所、教育委員会、市民プラザ、
水彩、グアッシュ、パスアビス夕、湖北地区公民館、各行政サービス
テル、アクリル、鉛筆画、センター、我孫子駅前行政連絡所に用意)に

絵画 10月21日-25日ミックスメディア、版画、必要事項を明記し、 9月1日必婚で干270・
市民プラザ 彫塑(未発表のもの) 1166我孫子1684教育委員会文化課ヘ郵送

対象:18歳以上の方 または持参(我孫子駅前行政連絡所は7月31
規格:6号から30号 日をもって閉所)
出品料1000円 園田崎末満含7182・0826

未発表1首(題自由)、住所、氏名、電
話番号をハガキ大の用紙に記入し、参

干270・1154白山3引 4・1侃
加費1000円を震えて郵送。青少年の

榊原敦子宮7184・9435
部(20歳未満の方)ttハガキで(無料)
※提出後の作品の訂正tt不可。
四つ切以上全紙まで

干270・1152寿1・11・11
作品裏に住所、氏名、電電話、ハガキ

小穴信俊 ft7182・3788
話番号、題名を明記

岡田

圧田

亀山

電話

電話

電話

1曲4分以内
(個人合唱、合奏)

1曲5分以内
(2人以上の団体)

茶会席主

開花株洋ラン

茶道

舞踊

民謡

謡曲

出場
順位

一般参加の社中tt1曲
10分以内

個人は5分以内、団体tt
10分以内

団体・個人で10分以内
電話、ハガキ、干270・1141栄9・22

(プログラムを明記)
ファクス 高橋美代子宮剛7泊2・1743

要参加費

1人1点 (幅40αn・高
廿 11月27日-29日 往復ハガキ干270・1132湖北台2・18-3
手工君 、 さ90個以内)

市民プラザ (大きさを明記)川藩 睦子宮7188・9391
参加費1000円

往復ハガキ
干270・1158船戸2・5・43

(規格、題名
、山田清-ft 7182・4405

訳文を明記)

干270・1153緑1-6・43
往復ハガキ

津川興意千 ft7182・3426

電話、ハガキ干270・1101布佐1900-2
(作品を明記)岩井一男 ft7188・ω72

干270・1叫4東我孫子2・24・6
坂口一二三宮7惜4・9日4

干270・1154白山1・29・2
石原嘩子宮剛7182・0162

¢糊装雅仙紙半切以内
@精額装雅仙紙半切2
分の1以内
作品tt自由。必ず表装

11月5日 個人で2分以内(応募
けやきプラザ 者多数の場合は抽選)

盆栽 11月11日・12日
山野草 市民会館

11月12日
湖北地区公民館

11月12日
市民会館

11月4日-7白
書道

市民プラザ

詩吟

ハガキ

ファクス、
ハガキ

11月22日
けやきプラザ

曲

舞

洋舞

日

ζ剃簡(f;eぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)tr 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)tr 0120-031676 
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まつりによる交通規制にご協力を

ア
l
凡
へ
、
行
乙
一
コ

市
民
プ
l
ル・

小
学
校
プ
l
ル
団
体
開
取

・
取
手
市
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
遊
水
プ
l
ル

市
民
プ
l
ル

市
で
は
、
市
内
ア
カ
所
の
小
学
校

プ
l
ル
を
夏
休
み
期
間
中
、
市
民
プ

ー
ル
と
し
て
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

今
年
は
、
新
た
に
我
孫
子
第
四
小

学
校
の
プ
1
ル
を
開
放
す
る
た
め
、

プ
l
ル
や
更
衣
室
、
ト
イ
レ
な
ど
を

改
修
し
ま
し
た
。

各
プ
l
ル
と
も
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
な
ど
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、

1
コ
l
ス
分
に
は
プ
l
ル
フ
ロ
ア

(
水
深
を
浅
く
す
る
た
め
の
台
)
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

開
政
枝
・

利
用
期
間
表
1
参
照

施
設
内
容
お

m
プ
1
ル
(
水
深

ω

仰
か
ら
1
・
2
m
、
プ
ー
ル
フ
ロ
ア

部
分
は
印
叩
か
ら

m
m
)

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
官
ヰ

-ー-

我孫子と湖北で

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
3
年
生
以
下
の
方
は
、
高

校
生
以
上
の
方
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

※
気
温
や
水
温
が
低
い
と
き
は
、
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
日
焼
け
オ
イ
ル
な
ど
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

圃
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

間期

7
・
7
5
5
5
(各
小
学
校
へ
の
問

い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

P
T
Aや
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体

に
、
小
学
校
プ
1
ル
を
開
放
し
ま
す
。

開
政
枝
・
利
用

日

表

2
参
照

利
用
時
間
①
午
前
日
時
か
ら
正
午
、

。一方通行

23日(8)(E)→⑪…9時30分"'22時
・パスの運行

。阪東パス

22日同 14時30分以降の市役所経
由はすべて第一小学校経由になります。

23日(8) 9閏までの市役所経由は第
一小学校経由に、 9時30分以降の我
弼子駅南口発着は運休に、 9間以降の

布佐駅・湖北駅南口からの我孫子駅行

きは東我弼子車庫止まりになります。

@あびパス

23日(8) 我孫子駅南口発着のあぴパ
スは我孫子駅北口の発着になります。

運行時刻は変更ありません。

@西部福祉センター巡回パス

23日(8)鈴木電装前、旧東海銀行前、
ライフ前、嶺岸設情工業前、寿保育園

前の各停留所への運行は休止します。

他の停留所へは運行しますが、予定閏

刻より遅れる場合があります。

7月22日・ 23日

八編神社祭給

.車両通行規制

。全面画ラ止め

22 日(劫⑮"'~…16 時'"22時
23日(8) @"'~・(Ê)"'(Ê)… 9時 30分~

22時(@'"⑮・(E)"'(E)は12閏30分~
14閏30分は通行可)
@部分溜す止め

23日(8)⑬"'(E)…旬開50分'"19時20
分、 19時40分'"20時10分
(E)'"⑬…12閏'"16時

②
午
後
1
時
か
ら
3
時

対
象
団
体

P
T
A
、
子
ど
も
会
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ほ
か
(
い
ず
れ
も

学
区
内
の
児
童
)

申
し
込
み
申
込
用
紙
(
各
団
体
開

放
校
に
用
意
)
に
必
要
事
事
乞
明
記

し、

7
月
日
日
ま
で
に
利
用
希
望
校

へ
提
出

圃
教
育
委
員
会
体
育
課
8
7
1
8

7
・
7
5
5
5

取
手
市
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
遊
水
プ
l

ル
|

施
設
の
相
互
利
用
を
し
て
い
る
取

7月24日(月)-28日樹

7月25日ω-29日出

手
市
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
遊
水
プ
1
ル
が
、

7
月
1
日
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す

利
用
期
間
①
7
月
口
固
ま
で
の
毎

週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
②
7
月
幻

日
幽
か
ら
8
月
白
日
制
ま
で
の
毎
日

(
8
月
M
日
側
・
お
日
側
は
休
館
)

利
用
時
間

午

前

9
時
か
ら
午
後
5

時
(
入
場
は
午
後
4
時
ま
で
)

料
金
高
校
生
以
上
5
0
0
円
、
小

・
中
学
生
2
0
0
円
(
室
内
温
水
プ

ー
ル
は
別
料
金
)

※
利
用
の
際
は
「
市
民
利
用
カ
1
ド」

(
市
民
体
育
館
、
市
民
謀
、
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
我
孫
子
駅
前

行
政
連
絡
所
、
教
育
一
貫
ム
荘
会
教

育
課
で
発
行
)
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
第
2
・
4
土
曜
日
は
小
・
中
学
生

は
無
料
で
す
。
こ
の
場
合
も
「
市
民

利
用
カ
l
ド
」
の
提
示
は
必
要
で
す
。

圃
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5
、
取
手
市
グ
リ
ー
ン

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
宮
0
2
9
7
・

花
・

9
0
9
0

.車両通行止め

22日制 ①~①~①…10時'"1 7時
①~①~①~④~⑤~⑥…17時'"22 
時

23日(8)①~①"'@…10時30分~
11時30分
①~①~①~④~⑤~⑥…17時'"22 
時

.つつじ荘送迎パス
22日同・23日(8)湖北駅南口発着に
なります。運行時刻は変更ありません。

固我孫子警察署O7182・0110、阪
東パスo7185-2771、西部福祉セン
タ-O7185・5818、つつじ荘O7188
・0123

湖おまつり

パνコシでな巴ができる?
初心者向けパソコン講座

市民参加で我孫予の農業を元気|こ

縛 静非伊鱒髄l

v湖北まつり交通規制図

我孫子

救命講習会
パソコンをこれから始める方など、 申し込み ハガキ、ファクス、 Eメー
初心者の皆さんを対象にしたやさし jレのいずれかで、講座名、郵便番号、

く楽しい内容のパソコン講座です。 住所、設窓年齢、読番号、希望

日時下表参照 のコース(第2希望まで)を明記し、
蝿所湖北地区公民館 7月12日必着で〒270・1122中里
内容文字の入力などパソコンの墓 81の3湖北地区公民館開7188-77
本操作、インターネットの利用、電 20 Eメーjレ|くohoku.lく@chiba.em
子メールの送受信(全10暗闇) ail.ne.jpヘ(湖北地区公民館窓口で
対象市内在住の18歳以上の方 も申し込み可)

定員 各コース15人(応募者多数 ※コースは蛮更できません。
聞は抽選。初めて受講する方を優先) ※応募は受講希望者本人に限ります。

受講料 3000円(教材費を含む) 固湖北地区公民館O7188・4433

vパソコン講座の日程
コース 時間 期 日
A 9時45分'"12時15分 7月29日・30日、
B 13時'"15時30分 8月5日・6日
C 16時'"18時30分 (土日コース・全4日)
o 9時45分'"11時45分 8月1日"'4目、
E 12時45分'"14時45分 8月7日
F 15時15分'"17時15分(平日コース・全5日)
※各コースとも受講時聞は10時間で講座内容は閉じです。

農家の多くが、高齢化などで農業経営の持続が困難

な状況です。我孫子の農業を市民参加で持続・発展さ

せるため、援農ボランティア養成講座を開催します。

対象・定員市内在住で、講座修了後に12月から援
農ボランティアに参加できる方、先着20人
参加費無料(実習で使う長靴、手袋なと1ま各自持参)
主催あぴこ型 「地産地消J推進協議会
申し込み・固 電話またはファクスで、佐月、氏名、

電話番号を明示し、あぴこ型 「地産地消J推進協議会
o 7128-7770剛7185-8670ヘ(電話は土~月曜日、
祝日はお休み)

V養成講座の日程 (農作業実習はすべて土曜日)

日 時 場所 内 容

開講式、ガイダンス、
入門技術講座、栽培
語講座

農作業実習
(作付It，肥培管理、
収穫、出荷調整ほか)

開講式、
修了証書揮与

8月26日出
9時30分-16時

市役所
庁舎分館

市内の
農家

市役所
庁舎分館

同

開

附

分

午

1

1
 

|

自

由

初

③

限

3

3

時

仁

咽
対

日

月

白

円

4
1
B
問

。

引

4

4

1
引
す

利

伸

働

吟

後

で

ヵ
午
ハ
刃

同

幻

引

時

時

・

抑

E
'

同

一

月

同

月

↓

7

7

前
分
村

プ

号

校

3
校

7
校

9
校

邸

校

側

校

ω
校

6
午
O
ら

民
名
晴
仲
町
学
問
仲
間
悼
何
学
幻
時
引
学
灯
同
制
ω川

市

校
噸
十
川

小
川
叩
細
川
紅
側
小

m
中
山
初
糾

m
開
制
附

表
学
肺
肝
則
一
戸
別
府
別
府
川
北
川
山
川
佐
川
棚
併
御

V

E
我
。
根
。
我
山
い
我
。
湖
町
い
湖
町
い
布
。
※

1
;
V表2団体開放の利用期間

学校 名 期 間

我嘉子第二小学校

湖北台東小学校

新木小学校

布佐小学校

高野山小学校
7月29日同-8月2日附

並木小学校

9月2日・16日・30日、
10月7日・14日・21日
13時-16時30分
10月28日出
10時-12時

突然倒れて意識を失った人を見か

けたらどうしますか。

消防署では、いざというとき正し

い応急処置が行えるように、自動体

外式除細動器 (AED)の使い方を

含めた上級救命講習会を行います。

日時・場所 7月23日旧)午前9時
から午後5時、消防本部(参加無料)
崎救命手当(心肺結法、大出

血聞の止血法、 自動体外式除細動器

の使い方ほか)、けがや病気の時に

役立つ知識・技術の習得(技能適正

と認められた方には修了証を突付)

対象・定員市内在住・在勤・在学

で健康な方、先着25人
※昼食は各自でご用意ください。

申し込み・圏直接または電話で7
月3日から消防本部警防諜O7181・
7701ヘ(受け付けは土・日曜日、
祝日を除く午前9時から午後5閏)

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp自 は「あびこ楽校jの事業です。
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小学生の皆さん、夏休みに手賀沼や身近 対象・定員市内在住・在学の小学生(小学

な自然環境についてもっと知ってみません 枝3年生以下は保護者同伴)、各先着20人

か。夏休みの自由研究のヒントになるかも。⑤は市内在住・在学の小学校4年生以上
手賀沼と触れ合って楽しい夏休みを過ごし ※①と④の重複参加は、ご富豪ください。

ましょう(参加無料)。 申し込み・園 電話でワ月3日明)午前8時

日時・場所・内容・持参 下表参照 3問うから手賀沼課・内線568ヘ

第 1168号

手賀沼博士!
水辺の環噴学習

~ -.. ti 

日時 場所 内容 持参

① 
7月23日(日) 手賀沼公園 釣り体験と釣りマナー教 帽子、タオル、運動靴、着
9:00-12:00 桟橋 室、ヨット体験 替え、水筒、筆記用具

角型2.eペットボトル1本、

② 
7月24日(月) アビス夕、 透視度計の作成と水質調 カッター、はさみ、油性マ
9:00-12:00 手賀沼 査実験、手賀沼船上見学 ジヅク、きり、帽子、タオ

ル、水筒、筆記用具

③ 
7月28日幽

アビスタ
オリジナル工コバッグを 絵筆、筆洗い、ぞうきん、

9:30-11 :30 作ろう 水筒

④ 
7月29日出 手賀沼公園 釣り体験と釣りマナー教 帽子、タオル、運動靴、着
9:00-12:00 桟橋 室、ヨット体験 替え、水筒、筆記用具

8月3日同 アビス夕、
大気を調べよう…空気の

帽子、タオル、水筒、筆記
⑤ 
9:00-12:00 手賀沼

組成実験と光化学スモッ
用具

グ、手賀沼船上見学

8月4日幽 鳥の博物館、
手賀沼を観察しよう…船 はさみ、ストッキング、帽

⑥ 
9:30-12:00 手賀沼

上野鳥観察会、プランク 子、タオル、水筒、筆記用

トンネット作り 具

自信定けのTシャツを作ろう

日時・蝿所 7月25日開午前9時30分

から11閏30分、アビスタ

内容 Tシャツに好きな絵を描こう
対象・定員小・中学生、 24人(匠蕩者

多数の場合は抽選)

参加費 500円

措参 Tシャツ、筆、エプロン、ぞうき
ん、発砲スチロールのトレイ、新聞紙

リサイワIL草履
日時・蝿所 7月24日明)午前9時30分か

ら午後O閏30分、湖糊区公民館

内容古布を使った議作り工作

対象・定員小・中学生(小学校3年自ユ

下は保護者同伴)、 20人(応募者多数の

場合は抽選)

参加費 100円

措参使い古したタオル1枚

怠

般
有
料
席
を
販
売

我
孫
子
会
場
で
は
、
手
賀
沼
公
園

の
ふ
れ
あ
い
岸
辺
付
近
に
有
料
席
を

設
け
、

7
月
3
日
開
か
ら
販
売
し
ま

す。

販
売
区
画
数
先
着
2
0
0
区
画

(
A
席
別
区
画
、

B
席
1
2
0
区
画
)

寸
法

A
席
:
・
間
口
1
m
×
奥
行
き

3
m
(敷
駒
無
)
4
人
ま
で
、

B
席

:
・
間
口
1
・
8
m
×
奥
行
き
1
・
8

m
(敷
物
有
)
5
人
ま
で

費
用

A
席
8
0
0
0
円、

B
席
1

万
円
(
左
図
)

申
し
込
み
・
圃
電
話
で
花
火
大
会

実
行
委
員
会
(
商
工
会
内
)
宮
7
1

8
2
・
3
1
3
1
へ

打
ち
上
げ
花
火
巴

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
み
ま
せ
ん
か

大
切
な
あ
の
人
ヘ

8
月
5
日
出
に
行
わ
れ
る
手
賀
沼

花
火
大
会
で
は
、
今
年
か
ら
皆
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
預
か
り
し
、
大

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
。
花
火
打
ち

上
げ
前
に
会
場
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て

紹
介
し
ま
す
。

大
切
な
あ
の
人
へ
の
想
い
、
お
祝

い
や
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

費
用

1
発
5
万
円

あ
な
芝
の
想
い
を
・
・
・

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
花
火
希
望
」
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
刊
日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1

5
2寿
1
の
臼
の
幻
手
資
沼
花
火
大

会
実
行
委
員
会
(
商
工
会
内
)

圃
同
実
行
委
員
会
宮
7
1
8
2
・

3
1
3
1
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
)

※
詳
細
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

申し込み・圃 ファクス薬事は

ハガキで講座名、住所、氏名、

学年電話番号(連名可…参加

者全員の住所、獄、学年、電

話番号)を明記し、 7月10日必
着で〒270・1147若松26の4我
孫子地区公民館開7165・6088ft

7182-0511ヘ

パνコシでクラフト

日時・場所 7月29日出午前9時30分

から11鴎30分、アビスタ
内容パソコンを使ったクラフ卜

対象・定員小学校4年生から中学生、
15人(鴎者多数の場合は抽選)

参加費 500円

措参はさみ

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
で

贋
瀬
さ
ん
が
優
勝

5
月
お
日
、
鴨
川
市
総
合
運
動
施

設
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
第
4
回

関
東
地
区
2
級
・

3
級
普
及
指
導
員

研
修
交
歓
大
会
が
行
わ
れ
、
蹟
瀬
範

夫
さ
ん
〈
中
峠
在
住
〉
(
写
真
)
が

男
子
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
関
東
地
区
1
都

7
県
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
指
導

員
3
1
2人
(
う
ち
男
子
2
2
3人
)

が
参
加
し
、

8
ホ
1
ル
で
4
ラ
ウ
ン

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
木
製

の
専
用
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
直
径
6
仰
の

ボ
1
ル
を
打
ち
、
日

m
l
m
m
先
に

立
て
た
ホ
l
ル
ポ
ス
ト
の
直
径
お
仰

の
金
属
の
輸
に
、
何
打
で
入
れ
る
か

を
競
う
ゲ
1
ム
で
す
。
通
常
8
ホ
ー

ル
ポ
ス
ト
を
ま
わ
り
、
ス
コ
ア
を
競

い
ま
す
。

贋
瀬
さ
ん
は
、
「
市
内
の
公
園
で

叩
年
近
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
大
会

で
は
、
普
段
の
練
習
の
成
果
が
出
せ

て
嬉
し
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

は
、
通
常
の
ゴ
ル
フ
よ
り
気
軽
に
楽

し
め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方

に
に
そ
の
楽
し
さ
を
広
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

移動図書館そよかぜ号53謂t
曜日日 場 所 時間

5 中峠亀田奇公園 13:20-13:50 

水 浅野奇 3号公園 14:10-14:40 
19 柴崎台北公園 15:00-16:00 

6 森 の 公 園 13:20-13:50 

木 新木北公園 14:10-14:40 
20 天王台東公園 15:∞-16:00 
7 根戸近隣センター 13:20-13:50 

金 久寺家あけぼの公園 14:15-14:45 
21 つくし野4号公園東側入口 15:∞-16:00 
水
12 ケン，)";キー7うイドチキン駐韓 14:∞-14:40 
26 台田池尻公園 15:∞-16:00 
木
13 シティ7曹の中のオープンカ7最 14:∞-15:00 
27 白山中学校裏門入口 15:20-16:00 

金
14 東屋敷公園 14:∞-14:40 
28 つくし野4号公園東側入口 15:∞-16:00 

市民図書館ft7184・1110
湖北台分館ft7187・3055
布佐分館ft7189・1311
移動図書館ft7187・09ω

場所 作 品・ 作者 展示期間

湖北台 パステル画で描く花のある風棄…中井克美

分館
「布施弁財天と桜Hあけぼの山のチュウリップj7月1日出
「筑波山とポッピーJrコスモスの里jほか
身体障害者福祉センター絵画展布佐

分館
「f矢祭の山滝j…星野雄三、「く手ぱ賀ね水j門j…藤島E7月初日(同
江の島j…河野洋司、「つ …中西英己

円相

合内
催し名・ 問い合わせ | 日 時

第16固脱会展小泉細部遺憾 11日出-5日同10:00-18:00 
篠田倉7182・2842 1 (5日は14時30分まで)

第10固あびこデッサン展 17日幽-12日制10:∞-17:00
大塚ft7188・2400 1 (7日は13時から)

第13回SHOWの会写真展114日出-19日嗣10:00-17:00
坂本ft7182・4070 1 (14日は13ft寺から)

あびこ美術会写真展 121日出-26日嗣10:00-18:00
小穴ft718会3788 1 (21日，!13時的、26日，!17時まで)

亭bクラブIらつくj第3囲写真展128日幽-8月2日制10:00-19:∞
三好ft7183・9850 1 (28日~12時から、 2 日~17時まで)

催し名・問い合わせ | 日 時

棄観賞 市民投票 110日(月)-21日幽
都市計画課ft7185-15291 (10日1110時から、21日1116時まで)

ぷなの木会土曜会油絵作品展124日(月)-8月3日開
宮本ft7183・7936 1 (24 日 ~10時から、 3 日~16時まで)

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ剃簡(f;eぃ
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'
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'

h

p

l

i

h
'

b
ら
、
」
川
勝
靴
ぽ
か
講
師
我
孫
子
市

ヨ
副

E
可

bろ
ヨ

曾
剤

三

面

協

会

会

員

参
加
費
5
0
0
円

有

I
ム
m
n
u
F
Q
F
U
、η
u
d
F
(教材
費
)

主
我
孫
子
市
三
曲
協
会
、

J
t
i
-
-

、相

dr
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

申
ハ
ガ
キ

4

か
フ
ァ
ク
ス
に
教
室
名
、
住
所
、
時

れ
旬
、
学
校
名
・
学
年
、
電
話
番
号
、

希
望
の
時
間
(
「
A
組
」「
B
組
」「
ど

ち
ら
で
も
可
」
)
を
明
記
し
、

7
月

初
日
必
着
で
一
T
2
7
O
l
l
l
4
4

東
我
孫
子
2
の
M
の
6
坂
口
一
二
三

郎

7
1
8
4
・
9
5
8
4

圃
藤
井

君

7
1
8
8
・
9
2
9
2

※
楽
器
は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。

※
保
護
者
の
見
学
可
。

盲
森
み
手
作
り
用
紙
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム
作
り

日
7
月
初
日
側
9
時
i
日
時
初
分

所
あ
ら
き
国

対
小
学
生
以
上
、
先

着
目
入

費
無
料

持
写
真
4
枚、

木
工
用
ボ
ン
ド
、
の
り
、
ハ
サ
ミ
、

飾
り
付
け
に
使
、
つ
布
、
ボ
タ
ン
、
リ

ボ
ン
な
ど

申
・
圃
電
話
で
あ
ら
き

園
宮
7
1
8
8
・
4
1
8
8

略黒
し tまタ
て市イ
し、 σコト
ま後 Jレ
す援が
。、色

補付
助き
団の
体も
のの
思 q
寺市
す笠。15.'
各全

官三
は 1霊

園共

安携
主ゑ
己主
省 l。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

第
引
回
懐
メ
ロ
の
集
い

日
7
月
日
日
出
口
時
S
U時

所
湖

北
地
区
公
民
館

内
昭
和
必
年
ま
で

の
懐
か
し
い
歌
謡
曲
を
唄
い
、
踊
り

や
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
楽
し
み
ま

す

費
無
料

圃
阿
部
宮
0
9
0
・

Q
u
n
u
Q
U胃
4

・ヴ
'
Q
U
つ-ヴ'

茶
道
連
盟
茶
会

-司・
司副，

日
7
月
9
日
冊
目
時
5
日
時

所
ア

ピ
ス
タ

席
主
浅
野
宗
苑
さ
ん
、
山

本
宗
綾
さ
ん

費
2
席
1
0
0
0
円

圃
亀
山
宮

7
1
8
3
・
0
6
0
8

第
惜
回
墨
雅
会
展

小
泉
雅
司
郎
遺
作
展

日
7
月
1
日
出
5
5
日
制
叩
時

sm

時

(
5
日
は
U
時
却
分
ま
で
)

所

市
民
プ
ラ
ザ

出
展
者
曇
雅
会
会
員
、

故
・
小
泉
雅
司
郎
さ
ん

費
無
料

圃
篠
田
宮
7
1
8
2
・
2
8
4
2

第
6
園
児
玉
洋
介
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル

一
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ミ
ュ
ラ
I
の
世
界
-

日
7
月
担
日
開
四
時
S

所
東
京
文

化
会
館
(
上
野
)

曲
目
「
冬
の
旅
」

か
ら
(
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

作
曲
、
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ミ
ュ
ラ
1

作
詞
)
、
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
の
た

め
の
変
奏
曲

「し
お
れ
た
花
」
か
ら

(
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲
)

ほ
か
出
児
玉
洋
介
さ
ん
(
テ
ノ
ー

ル
)
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
ホ
1
フ
マ
ン
さ
ん

(
ピ
ア
ノ
)
、
石
崎
理
さ
ん
(
語
り
)
、

湯
川
和
雄
さ
ん
(
フ
ル
ー
ト、

賛
助

出
演
)
費
全
席
自
由
3
5
0
0
円、

tI' a 第 1168号

日
・
:
日
時

所
・・・場所

高
校
生
以
下
2
0
0
0
円
(
当
日
券

は
ど
ち
ら
も
5
0
0
円
増
し
)
入

場
券
販
売
所
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
P
コ
ー

ド一

2
2
8
・
5
8
3
、
ふ
で
や
宮

圃
川
上
告

7
1
8
2
・
1
6
2
3

7
1
8
2
・
6
2
1
8

参
加
し
て
み
ま
世
ん
か

3
子
ど
も
の
た
め
の

E

科
学
実
験
講
座

日
・
所
7
月
お
日
制
:・
ア
ピ
ス
夕
、

8
月
3
日
同
・
:
市
民
図
書
館
布
佐
分

館
い
ず
れ
も
叩
時
S
U時

内
月
の

世
界
j
立
体
月
齢
早
見
板
を
つ
く
ろ

う
S

対
小
学
校
4
年
生

S
中
学
生
、

各
自
犯
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
)

費
無
料

申
・
圃
往
復
ハ

ガ
キ
に
講
座
名
、
希
望
日
、
住
所
、

氏
名
(
兄
弟
姉
妹
で
申
し
込
む
場
合

の
み
連
名
可
)
、
学
校
名
・
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
比
日
必

着
で
〒
2
7
O
l
l
l
4
7
若
松
お

の
4
市
民
図
書
館
宮
7
1
8
4
・
1

1
1
0
 

※
参
加
決
定
は
7
月
日
日
以
降
に
返

信
ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
ま
す
。

お
こ
と
(
等
)
・
尺
八

こ
ど
も
教
室

日
・
所
7
月
初
日
側
、

8
月
4
日
働

.
日
日
同
・
お
日
制
・

mm
日

ω:市

民
会
館
、

9
月
i
u月
の
出
・
側
か

細
:
・場
所
未
定
(
全
日
回
)

時
間
A

組
:
-
U
時
i
日
時
却
分
、

B
組
:・日

時
加
分

5
日
即
時
印
分

対
原
則
と
し

て
全
日
程
参
加
で
き
る
小
学
校
2
年

生
5
中
学
生
、
各
組
却
人
(
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

曲
目
さ
く

内
・・・内容

種
・・・種目

出
・:出
席
者

・
出
演
者

陶
芸
教
室

日
・
所
7
月
M
日
開
9
時
5
日
時
:
・

湖
北
地
区
公
民
館
、

7
月
初
日
側
、

8
月
6
日
・
日
日
側
9
時

sロ
時
:
・

宿
谷
講
師
工
房
(
中
峠
)

対
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
校
4
年
生

S
中
学

生
で
全
4
回
参
加
で
き
る
方
、
先
着

目

入

費

1
人
1
0
0
0
円
(
材
料

費
)

申
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
今
井

附
7
1
8
8
・
5
1
4
1

圃
社
会

教
育
課
宮
7
1
8
5
・
1
6
0
4

夏
休
み
陶
芸
体
験

日
・
内
7
月
辺
日
回
目
時

sm時
;

成
形
、

mm
日
回
目
時
i
m
時
:・
耕
一新

か
け
、

8
月
3
日
同
日
時

5
日
時
初

分
:・
作
品
配
布

所
ア
ピ
ス
タ

対

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
校
4
年
生

i
中
学
生
で
全
3
回
参
加
で
き
る
方
、

先
着
加
入

費
1
0
0
0
円
(
材
料

費
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
年
を

明
記
し
、

7
月
日
日
必
着
で
〒
2
7

O
l
l
l
6
6我
孫
子
1
6
8
4
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
腎
少
年
担
当

E
7
1
8
5
・
1
6
0
4

※
削
り
は
講
師
が
担
当
し
ま
す
が
、

希
望
者
は
体
験
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
の

親
子
宿
泊
キ
ャ
ン
プ

日
7
月
却
日
出
・
初
日
制

所
キ
l

プ
フ
ォ
レ
ス
タ
1
ズ
キ
ャ
ン
プ
場

(
山
梨
県
北
社
市
高
根
町
清
皐
)

対

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
、
初
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費
目

歳
以
上
:
・9
0
0
0
円、

4
歳
s
ロ

歳
:・
7
0
0
0
円

主
す
ず
ら
ん
の

会

申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
日
日
必
着
で
〒
2
7
o
l
-
-

9
2
市
役
所
保
育
課
児
童
担
当
(
住

所
省
略
可
)
・
内
線
4
4
9

介
護
予
防
教
室
「
そ
ば
打
ち
」

日
7
月
日
日
岡
山
時
S
U時

所
近

隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ

対
市
内
在

住
の
臼
歳
以
上
で
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
天
王
台
の
そ
ば
打
ち
に
初
め

て
参
加
す
る
方
、
先
着
目
入

費
3

0
0
円
(
原
材
料
費
)
申
・
圃
電

話
で
7
月
3
日
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
E

7
1
8
2
・
4
1
0
0
(国
・
側
、

細
を
除
く
8
時
加
分
S
U時
加
分
)

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
7
月
お
日
側
8
時
受
け
付
け
(
予

備
日
7
月
初
日
側
)
所
河
川
敷
野

球
場

種
男
子
の
部
(
ロ
チ
l
ム
)
、

女
子
の
部

(
4
チ
1
ム
)

費
1
チ

ー
ム
5
0
0
0
円
申
・
圃
ハ
ガ
キ

に

「市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」、

チ
1
ム
名
、
種
目
、
代
表
者
の
住
所

・
氏
名
を
明
記
し
、

7
月
比
日
必
着

で
〒
2
7
O
l
l
l
0
8布
佐
平
和

台
7
の
8
の
5
遠
藤
政
次
8
7
1
8

Q
M
・

胃

4
F
b
Q
M
つ臼

※
7
月
日
日
回
目
時
か
ら
市
民
体
育

館
で
代
表
者
会
識
を
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
の
食
育
講
座

「
夏
野
菜
・
試
食
と
収
穫
体
験
編
」

日
7
月
M
日
開
凶
時

所
天
王
台
北

近
隣
セ
ン
タ
ー
と
近
く
の
畑

内
子

ど
も
が
元
気
に
育
つ
魔
法
の
食
事
に

つ
い
て
の
お
話
、
句
を
感
じ
る
夏
野

菜
料
理
の
試
食
、
畑
で
の
収
穫
体
験

対
親
子
、
日
組

費
1
家
族
3
0
0

円

持
筆
記
用
具
、
ハ
サ
ミ

申
・

圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
7
月
比
日
ま

で
に
あ
ぴ
こ
型

「地
産
地
消
」
推
進

協
議
会
E
7
1
2
8
・
7
7
7
0
m

7
1
8
5
・
8
6
7
0
(
ω
s幽
)

が
っ
こ
告
「

「
湖
畔
の
楽
校
」

ホ
タ
ル
を
つ
く
ろ
う

日
7
月
日
日
冊
目
時
i
M
時

所
手

賀
沼
親
水
広
場
「水
の
館
」

内
第
1

部
(
午
前
)
ホ
タ
ル
の
生
態
を
良
く

知
ろ
う
、
第
2
部
(
午
後
)
ホ
タ
ル

を
つ
く
ろ
う
対
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
、
先
着
却
組

(ω
人
)

費
7
0

0
円
申
・
圃
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー

ル
で
玉
造
E
M
7
1
8
3
・
6
1
1

6
E
メ
l
ル
g
g
b
H
@吉
m
g匂

第
包
囲
健
康
・生き
が
い
探
検
講
座

日
7
月
辺
日
出
U
時
5
日
即
時
加
分

所
市
民
プ
ラ
ザ

内
「
地
域
は
あ
な

た
の
力
を
必
要
と
し
て
い
る
」
S
起

業
や
N
P
O
活
動
で
、
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
い
き
い
き
と
l

i、
講
師
:
・
松

本
す
み
子
さ
ん

(N
P
O
法
人

「お

と
な
の
暮
ら
し
と
仕
事
研
究
所
」
理

事
長
)

対
先
着
1
0
0
入

費
5

0
0
円
申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
栗
原
告
附
7
1
6
9
・
9
6
7
2

カ
ナ
音
符
で
簡
単
に
弾
け
る

「
シ
ル
バ
ー
キ
ー
ボ
ー
ド
」
講
習
会

日
7
月
お
日
制
凶
時
却
分
i
M
時
却

分

所
市
民
プ
ラ
ザ

対
楽
器
が
弾

け
な
い
方
、
音
符
が
読
め
な
い
中
高

年
の
方
、
先
着
加
入

費
3
0
0
円

(
楽
譜
代
)

申
・
圃
電
話
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
シ
ル
キ
1
合
奏
会
・
福
原

告

7
1
8
4
・
4
7
1
2

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

ぼ
し
ゅ
う

A
I
R
A
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
・
所
火
昭
日
目
時
日
分
j

H
時
記

分
・
ア
ビ
ス
夕
、
土
暗
日
ロ
時
記
分

j
日
時
日
分
・
市
民
プ
ラ
ザ

内
A

I
R
A
の
日
本
語
教
室
に
参
加
し
て

い
る
外
国
人
生
徒
の
子
ど
も
の
お
世

話

申
・
圃
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
1
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し、

7
月
日
日
必
着
で
A
I
R
A事

務
局
間

7
1
8
3
・
2
0
0
5
E
メ

ー
ル
百
時
O
@中
包
E
-守
宮
7
1
8

3
・
1
2
3
1

臨
時
給
食
調
理
員

勤
務
期
間
7
月
上
旬
j

9
月
初
日

(
更
新
あ
り
)

勤
務
日
時
過
5
日
8

時
初
分
j
げ
時

所
市
立
保
育
園

対

ω歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方
、

若

干

名

賃
金
時
給
8
8
0
円
、
通

勤
手
当
、
有
給
休
暇

申
・
圃
胤
歴

書
か
申
込
書
(
保
育
課
に
用
意
)
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
写
真
を
貼
悦

し
、
保
育
課
・
内
線
3
5
6
へ
持
参

み
ど
り
圏
の
臨
時
職
員

雇
用
期
間
7
月
日
日
5
9
月
初
日

(
更
新
あ
り
)

勤
務
日
時
土
・
日
曜

日
、
祝
祭
日
を
含
む
3
交
代
制
勤
務

①

7
時
S
U時
②
日
時
必
分
s
m
時

日
分
③
日
即
時
初
分
j

9
時
初
分
、
勤

務
割
に
よ
る
週
休
2
日

所
み
ど
り

園
(
知
的
障
害
者
更
生
施
設
)

内

知
的
障
害
者
の
食
事
の
介
助
な
ど
、

生
活
全
般
の
支
援

対
若

干

名

賃

金
時
給
9
8
0
円
5
1
0
0
0
円

(
当
組
合
資
格
基
準
に
よ
る
)
、
夜
勤

は
お
%
増
し
、
通
勤
手
当
別
途
支
給
、

試
用
期
間
あ
り

申
・
圃
履
歴
書
を

〒

2
7
O
l
l
l
2
1
中
峠
2
3
1

0
み
ど
り
園
宮
7
1
8
7
・
0
5
1

1
へ
郵
送
(
書
類
選
考
の
上
、
折
り

返
し
面
接
日
を
連
絡
し
ま
す
)

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

砂青少年悩み相譲価接1:予約制) 砂心の相談(予約制)
土-目、祝日を隙く平日 5日制13時30分'"15時30分
9時'"16時30分 西別館2階
少年センターft7184・1900 福祉総合相談室・内線393

砂母子・婦人相酸(ひとり親) 砂認知症に関する医療相設(予約制)
土・目、祝日を隙く平日 13日開13時30分'"15崎45分
9時'"16時、西別館2階 西別館3階
保育課・内449 介護支援諜ft7185・1112

砂DV相談 砂高年齢者職業相談
土-目、祝日を除く平日 毎週火~土曜日9時'"1 7時
10時'"17時 市民会館2階
男女共同参画担当・内293 高年齢者職業相談室・内312

砂心配ごと相骸(9関"'15時)砂無料職業紹介所(相践は予約可)
5日制…酪福祉センター ひとり親障害者・若者の械を応援
10日開)…保健センター 毎週火~土曜日9時'"1 7時
24日開)口布佐市民センター 市民会館2階
31日開)…社会福祉協議会 無料職業紹介所・内450
社会福祉協議会ft7184・1539

砂育児相談
19日制9関15分"'10間受付
アビスタ
保健センターft7185-1126

砂4カ月児相談
48.11日閃
9時"'9時50分受付
保健センターft7185-1126
砂家庭児童相談
土-目、祝日を除く平日
10時'"16時、西別館2階
子ども課ft7185・1821
砂交通事故相談(予約制)
10日開)10時'"15時
市民安全室・内486
砂結婚相談
2 8 .16日(日)10時'"14時
社会福祉協議会ft7184・1539

砂消費生活相談
土・目、祝日を除く平日
10時'"15時
消費生活センターft7185-0999

砂福祉総合相談
土-目、祝日を除く平日
8時30分'"17時
西別館2階
福祉総合相談室・内393

砂健康相談
7日樹10時'"11時30分
つつじ荘ft7188・0123
14日掛10時'"11時30分
西!蹄祉センターft7185・5818
19日制9開15分"'10時受付
アビスタ
保健センター倉7185・1126

砂行政相談
27日開10時'"12時
市民相談室(本庁2階)
秘書課ft7185・1714

砂不劃産相酸(予約優先)
14日働
市民相談室(本庁2階)
住宅課-内529

惨住宅相談(予約制)
14日働
市役所B会議室
住宅課-内529

惨税務相談(予約制)
21日樹10時'"15関
収税諜(予約は7月
18日側8時30分から)
ft7185-1349 

砂法律相談(予約制)
4日開、 6目的、 11日側、 13日閥、
18日開、20目的、25日側
9時30分'"15時30分
市民相談室(本庁2階)
秘書課(予約は7月3日開)8時
30分から)ft7185・1714

砂人権相談
27目的10時'"15時
面談室(西日胞2階)
生活支援課-内377

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市のホームページアドレス http://www.city.abiko臼 は「あびこ楽校Jの事業です。
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公
共
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員

沼
や
河
川
の
水
質
汚
濁
の
防
止
、

衛
生
的
な
生
活
環
境
の
向
上
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
下
水
道
の

経
営
や
整
備
計
画
に
つ
い
て
審
議
し

て
い
た
だ
く
た
め
、

市
で
は
公
共
下

水
道
事
業
審
警
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
7
月
1
日
現
在
、
3
カ
月
以
上
市

内
在
住
の
却
歳
以
上
の
方
で
、
他
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て

い
な
い
方
、
3
人

審
議
会
2
0
0

6
年
度
は

2
回
を
予
定

選
考
方
法

選
考
委
員
会
に
よ
る
論
文
審
査

申

・
固

「公
共
下
水
道
に
つ
い
て
」
の

意
見
を
8
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
た

論
文
と
別
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
8
月

日
日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1
9
2

市
役
所
下
水
道
課
(
住
所
省
略
可
)

・
内
線
5
3
9
へ
郵
送
か
持
参
(
土

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
8
時
却
分

1
口
時
)

我
孫
子
手
づ
く
り
散
歩
市

出
展
者
・
開
催
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

回
目
月
幻
日
出

・
2
日
側

対
①
出

展
者
:・
絵
画
、
陶
芸
、
彫
刻
、
音
楽
、

な
が
し
ま

み
な
と

長

島

湊

ち
ゃ
ん

(我
孫
子
・
1
歳
3
カ
月
)

最
近
の
お
気
巴
入
り
は
お
父
さ

ん
の
新
型
ケ
l
タ
イ
。
お
母
さ
ん

の
旧
型
に
は
目
も
く
れ
ま
せ
ん・
・・。

舞
踏
、
装
飾
品
な
ど
ア
l
ト
の
心
の

あ
る
方
、
参
加
費
1
0
0
0
円

②

開
催
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・:
事
務

局
支
援
、
開
場
設
営
な
ど
の
た
め
、

体
力
の
あ
る
方
歓
迎
、
報
酬
無
し

申
・
固
電
話
か
メ
l
ル
で
8
月
1
日

ま
で
に
手
づ
く
り
散
歩
市

・
太
田
宮

7
1
8
5
・
1
0
9
4
E
メ
1
ル

与
g
g命
Jugs
-Rロ
・ロ
2
u

お
し
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
と
納
税
相
談

7
月
か
ら
毎
月
第
1
日
曜
日

(1

月
は
第
2
日
曜
日
)
に、

社
会
保
険

な
ど
に
関
す
る
加
入

・
脱
退
手
続
き

と
納
税
、
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
9
時
1
M
時

所
・
固
国

保
年
金
課

・
内
線
3
5
3

一
日
国
民
生
活
金
融
公
庫
開
設

日
7
月
四
白川

wm時
1
日
時

所
我

孫
子
市
商
工
会

内
事
業
資
金
融
資

に
つ
い
て
の
相
談

申
・
固
電
話
で

7
月
日
日
同
ま
で
に
商
工
会
宮
7
1

8
2
・
3
1
3
1

ち
ゃ
れ

よ

し

だ

ゆ

い

な

吉

田

惟

菜

ち
ゃ
ん

(湖
北
台
・

1
歳
2
カ
月
)

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
ガ

定
え
な
い
女
の
予
で
す
。
パ
パ
と

マ
マ
の
ま
ね
が
大
路
き
で
す
。

耐
震
相
談
・

診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

日
7
月
辺
日
出
、
9
月
お
日
側
、
叩

月
日
日
側
、
日
月
口
日
樹
、
ロ
月
口

日
刷

所
市
役
所
分
館
大
会
議
室

内
1
9
8
1年
5
月
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
(
在
来
軸
組
構
法

・

2
×
4
工
法
)
を
対
象
に、

建
築
士

が
会
場
内
に
て
相
談

・
診
断
を
行
い

ま
す

対
1
日
あ
た
り
凶
組

(1
組

ω分
)

費
無
料

持
確
認
申
請
図

害
、
写
真
な
ど

申
・
固
電
話
で
住

宅
課

・
内
線
5
2
6
(後
日
、
申
込

書
の
提
出
が
必
要
で
す
)

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

労
働
力
調
査
は
、
国
の
経
済
政
策

や
雇
用
対
策
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
。
毎
月
末
に
公
表
し
て
い

る
「
完
全
失
業
率
」
は
、
こ
の
翻
査

を
も
と
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
員
が
翻
査
票
を
持
っ
て
、
ご

自
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
(
調
査
員
は

「調

査
員
証
」
を
必
ず
携
行
し
て
い
ま
す
)

調
査
対
象
根
戸

・
新
木
野
3
丁
目
地

区
の

一
部
の
世
帯

固
千
葉
県
統
計

課
宮
0
4
3
・
2
2
3
・
2
2
2
0

省忌訟詳説本料国
教室名・定員 日 時 参加費 持参・備考

特パッ?で榔作り・5A14日(釧O時-12時300円パスタオル2粒

おしゃポれ教ー室チ/作ネり付・告イ5か人19日倒的9時30分-12300円ほどいたネ7ヲイ幅広9ぅミニ 時@13時-15時30分 イ力、 議健道具、ミシン条

おしゃれ教室ス/作キり乳・J~ッ 26日制10時-15時300円キプX必ル1個テm、ィ総ン棉グ選か来冬真、物、制昼生}食自ム国テαーn 7でミニイ 5人

水
稲
防
除
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
今
年
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
水
稲
防
除
を
休
止
し
ま
し

た
が
、

隣
接
の
柏
市
と
印
西
市
で
は

実
施
さ
れ
ま
す
。
薬
剤
の
散
布
中
と

散
布
直
後
は
区
域
内
へ
立
ち
入
ら
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
・
所
7
月
5
日
側
・:
柏
市
の
利
根

川
沿
い
水
田
(
弁
天
下
、
布
施
下
、

布
施
隣
接
地
)
、
7
月
6
日
附

・
7

日
幽
:・
担
巾
の
手
賀
沼

・
手
賀
川
沿

い
水
田
(
上
沼
田
、
中
沼
田
、
下
沼

田
の
隣
接
地
)
、
7
月
日
日
出
:・印

西
市
の
手
賀
川
沿
い
水
田
(
下
沼
田
、

相
島
新
田
、
新
々
回
の
隣
接
地
)

時
間
午
前
5
時
1
9
時
ご
ろ

※
天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
や
終
了
時

聞
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

固
4

担
巾
農
政
課
宮
7
1
6
7
・
1
1

4
3
、
印
西
市
産
業
振
興
課
宮
0
4

7
6
・
M
M

・
5
1
1
1内
線
7
2
8

ぼ
か
し
の
配
布

所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー、

市
役
所
総

合
窓
口
、
手
賀
沼
課
(
西
別
館
)
、

地
域
整
備
事
務
所
、
ふ
れ
あ
い
工
房
、

各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対
た

い
肥
化
容
鴇
な
ど
を
利
用
し
て
い
る

市
内
在
住
の
方
、
1
世
帯
あ
た
り
1

カ
月
1
個

(3
0
0
g
)

費
無
料

固
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

E
7
1
8
7

.
0
0
1
5
 

※
生
ご
み
を
減
量
す
る
た
め
の
処
理

容
器
な
ど
を
購
入
す
る
場
合
、
補
助

金
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

羽
田
再
拡
張
事
業
に
か
か
る

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

東
京
国
際
空
港
の
再
拡
張
事
業
に

係
る
環
境
影
響
評
価
舎
が
県
か
ら
送

付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
縦
覧
し
ま
す
。

日
7
月
四
日
側
ま
で
(
土

・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
)
8
時
却
分
1
口
時

所
・
固
手
賀
沼
課

・
内
線
4
6
3

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

市
町
村
の
振
興
を
目
的
に
、
サ
マ

ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
、
7
月
日
日

榊
か
ら
8
月
1
日

ωま
で
全
国
の
宝

く
じ
売
場
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
収
益

金
は、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

主
な
当
せ
ん
金

1
等
・:
2
億
円

(
必
本
)
、
2
等
・:
1
億
円

(1
2
6

本
)
、
3
等
:・

1
0
0
0
万
円

(4

2
0
本
)
、
ハ
ッ
ピ
ー
サ
マ
1
賞
:・

1
万
円
(
位
万
本
)

固
財
政
担
当
・

内
線
2
2
0

申し込み・圃ふれあい工房ft7186-5500 (休館日(月曜日)を除く)

4湘健康種世包シター〈保健所)ft716下1255(色文字肝糊)

や胞児量組議所ft7131・7175
来所相談…月~金曜日 9 時~17時(事前に電話確認)
電話相談…ft7134-4152(月~金曜日 9 時 30 分~ 1 6 時)

や県民無料浩律相談{民事)
1 4 日樹 1 3時~ 1 6 時 (予約は 1 0 日(月) 9時から)
東葛飾県民センターft047 -365-3008 

このコーナーに掲載を希望する方

は、広報掲載依頼書(市役所広報室

に用意または我孫子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲載希望日の1カ月前
までに広報室へ提出してください。

掲載する肉容はイペン卜名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、 当事

者閣で行うようお願いします。

圃 広報室包7185-1269

公共施設利用の活動~、優先的巴
燭所11確保されているものではあ
りまぜん。

‘' 
講
演
・
催
し

V
小
学
生
ト

I
ル
ペ
イ
ン
ト
体
験
会

7
月
辺
日

ωロ
時
却
分
1
、
ア
ピ
ス

タ
。
7
月
M
日
開
叩
時
i
、
日
時
1
、

我
孫
子
郵
便
局
。
各
国
ロ
人

・
2
時

問
。
1
0
0
0
円
(
材
料
費
込
み
)
。

ネ
1
ム

・
ウ
エ
ル
カ
ム
ボ
1
ド
を
作

成
。
安
尾
宮
7
1
6
9
・
7
7
2
8

V
絵
画
無
料
体
験
教
室

7
月
凶
日

倒
9
時
1
ロ
時
。
ア
ピ
ス
タ
。
基
礎

デ
ッ
サ
ン
か
ら
現
代
ア
1
ト
を
考
え

絵
画
制
作
。
初
人
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
、
水
彩
絵
の
具
持
容
。
新
し
い
自

分
の
可
能
性
を
創
造
す
る
絵
画
ク
ラ

ブ

・
河
野
宮
7
1
8
4
・
7
2
8
9

V
ビ
ー
ト
ル
ズ
・

ふ
あ
ん

7
月
8

日
回
目
時
却
分
1
。
市
民
プ
ラ
ザ
。

来
日

ω周
年
、
あ
な
た
の
中
の
ビ
ー

ト
ル
ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
先
着

ロ
人
。
5
0
0
円
。
海
津

E
7
1
8

4
・
9
8
2
8
Z円匂¥¥ヨ
∞ヨ
σ巾
門
的

ど

8
5
・E
go-5
・e
¥}邑
一NE
・回
目

V
真
向
健
康
体
操
体
験

7
月
日
日

-
U
日
附
叩
時
1
日
時
却
分
。
ア
ピ

ス
タ
。
腰
痛
、
ひ
ざ
痛
、
肩
凝
り
な

ど
を
解
消
す
る
座
っ
た
ま
ま
の
簡
単

な
四
動
作
。
8
0
0
円
。
長
谷
部
告

0
9
0
・
8
5
6
5
・
1
2
9
0

V
ジ
ャ
ワ
島
地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

7
月
8
日
回
目

時
叩
分

i
m時

ω分
。
ア
ピ
ス
タ
。

5
0
0
円
。
主
催
ピ
ュ
1
テ
ィ
ダ
ン

ス
フ
レ
ン
ズ
。
渡
辺
宮
7
1
8
4
・

4
8
9
7
(幻
時
以
降
)

V
無
農
薬
ブ
ル
I
ベ
リ
I
摘
み
と
元

気
な
房
総
の
直
売
所
め
ぐ
り

7
月

幻
日
同
我
孫
子
駅
北
口
8
時
却
分
集

合
、
小
雨
実
施
。
先
着
お
人
。
2
0

0
0
円
、
入
園
料
1
0
0
0
円
(
み

や
げ
付
き
)
。
食
農
倶
楽
部

・
友
利

E
7
1
8
7
・
1
7
9
3

V
楽
し
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

7
月

幻
自
制
ロ
時
却
分
開
場
。
相
の
葉
競

技
場
。
中
央
学
院
大
学
陸
上
部
川
崎

監
督
の
講
演
、
ヨ
ガ
、
走
力
別
ペ
ー

ス
走
1
1
0
0
0
円
。
走
れ
る
服
装

持
参
。
柏
の
葉
リ
レ
l
マ
ラ
ソ
ン
事

務
局
宮
7
1
3
1
・
5
5
7
7

V
反
核
平
和
の
火
リ
レ
l
ラ
ン
ナ
ー

募
集
!
広
島
の
平
和
の
火
を
掲
げ、

一
緒
に
走
り
ま
せ
ん
か

?

7
月
初

日
同
8
時
湖
北
駅
南
口
出
発
、
日
時

市
役
所
着
杢
定
。
無
料
。
反
核
平
和

の
火
リ
レ
1
実
管
委
員
会
宮
7
1
8

8
・
0
0
0
7

V
第
位
固
定
期
演
奏
会
「
ブ
ラ
I
ム

ス
ー
そ
の
多
彩
な
世
界
i
」

7
月

日
日
榊
四
時
間
演
1

ア
ミ
ユ
ゼ
柏
。

2
0
0
0
円
(
高
校
生
以
下
1
0
0

0
円
)
。
相
市
音
楽
家
協
会

・
さ
な

や
ま
宮
7
1
3
9
・
9
2
0
2

V
2
0
0
6
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平

和
大
行
進

7
月
初
日
附
9
時
湖
北

駅
南
口
集
合
。
湖
北
駅
南
口

1
つ
く

し
野
公
闘
を
行
進
。
無
料
(
昼
食
付

き
)
。
我
孫
子
平
和
行
進
実
哲
安
員

会
事
務
局

・
加
藤
宮
7
1
8
9
・
1

7
8
1
 

マ
ホ
I
ム
ヘ
ル
パ
1
2
級
養
成
講
座

9
月
6
日
附
開
講
、
約
5
カ
月
で
終

了
。
マ
マ

M
A
T
E研
修
セ
ン
タ
ー

(
天
王
台
駅
南
口
徒
歩
5
分
)
。
先

着
ロ
人
。
7
万
5
0
0
0
円

(
税、

テ
キ
ス
ト
代
込
み
)
。
根
本
宮
0
1

2
0
・
0
3
0
5
1
1

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、 入=入会金、 @=月会費、年=年会費

会
員
・
仲
間
募
集

V
親
子
能
楽
教
室

8
月
i
mw
年
3

月
の
第
1
・
3
出
ロ
時
1
日
時
。
ア

ピ
ス
タ
ほ
か
。
小
学
生
1
高
校
生
の

親
子
、
先
着
目
人
。
⑨
親
子
1
組
1

0
0
0
円
(
突
通
費

・
能
楽
堂
入
場

料
別
)
。電
話
で
我
孫
子
市
謡
曲
逮
合

会

・
小
林
君
7
1
8
5
・
2
2
3
0

V
レ
ザ
I
ク
ラ
フ
ト

毎
月
第
2
・

4
側
日
時
却
分
i
M
時
。
柴
崎
自
治

会
館
。
ミ
ニ
シ
ュ
ー
ズ
、
ポ
シ
エ
ツ

ト
、
小
銭
入
れ
な
ど
。
無
料
。
手
作

り
の
会
宮
7
1
8
5
・
3
1
0
0

V
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
奏
楽
会
あ
び

こ
」

7
月
7
日
働
か
ら
毎
月
第
1

・
3
働
日
時
i
ロ
時
。
近
セ
こ
も
れ

ぴ
。
講
師
:
林
奏
楽
さ
ん
。
⑨
3
0

0
0
円
。
楢
戸
E
7
1
4
9
・
1
1

6
7

(同
時
以
降
)

V
我
孫
子
市
盆
栽
友
の
会
会
員

毎
月
第
2
・
4
出
ロ
時
却
分
1
日
時
。

ア
ビ
ス
タ
。
盆
栽
の
年
間
培
養
管
理

の
講
義
と
実
技
。
入
2
0
0
0
円
、

年
1
万
円
(
前

・
後
期
で
分
納
)
。

四
家
君
7
1
8
2
・
2
4
3
9

V
ピ
ア
ノ
ク
ラ
ブ
湖
北

月
2
回
例

目
時
却
分
1
ロ
時
。
湖
北
地
区
公
民

館
。
大
人
の
初
心
者

(ド
レ
ミ
読
め

な
い
方
も
O
K
)
、
2
人
。
入
1
0

0
0
円
、
@
3
0
0
0
円
ほ
か
雑
費
。

筆
記
用
具
持
参
。
電
話
で
供
盤
宮
7

1
0
5
・
7
0
2
7

「市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。

V
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

夏
本
番
i
プ
l
ル
の
中
で
ウ
オ
l
キ

ン
グ
や
水
泳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

毎
月
第
3
側
同
時
1
四
時
。
ス
パ
&

ス
ポ
ー
ツ
ユ
ア
1
我
孫
子
。
身
体

・

知
的
障
害
の
方
。

@
5
0
0
円
。
瀬

崎
君
7
1
8
4
・
9
9
1
6
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7月li"社会を明るくする運動"強調月間
社会を明るくする運動は、すべての園民が犯罪や

非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について理

解を深める法務省主唱の全国的な運動です。

身
体
障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

日
時

8
月
3
日
、
日
日
、
M
日
、

白
日
、

9
月
7
日
、
凶
日
、
幻
日
い

ず
れ
も
木
曜
日
午
後
1
時
か
ら
3
時

場
所
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
操
作
、

日
本
語
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

電
子
メ
1
ル
の
基
本
操
作

対
象
・
定
員
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
、
先
着
5
人

参
加
費
無
料

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
8

.
0
1
4
1
m
7
1
8
8
・
0
2
4

つ』
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

臨
時
保
育
士
を
募
集

期
間

7
月
か
ら
仰
年
3
月

勤
務
日
・
時
間
平
日
の
週
1
日
か

ら
2
日
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時、

5
・
6
時
間
勤
務

勤
務
場
所
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

業
務
内
容
児
童
へ
の
介
助

{距貰

1
人
(
面
接
で
決
定
)

第5ワ固“社会を明るくする運動"標語を募集
テーマ 「犯罪や非行の防止Jまたは「犯罪や非行をした人
の更生J
応募方法 ハガキかメールで (1通に1作品)とし、住所、

氏名、電話番号、学校名・勤務先、年齢、性別、ハガキの場

合は表面に朱書でメールの場合は件名に「社明標語Jと明記
し、 7月31日明)必着(ハガキの場合は消印有効)で〒

100・8977千代田区霞ヶ関1の1の1法務省大臣官房秘書課

広報室Eメールshameihyougo@moj.go.jp

賃

金

時

給
9
7
0
円
(
通
勤
手
当

別
委
去
問
)

申
・
圃
履
歴
書
と
資
格
証
コ
ピ
ー

を
7
月
刊
固
ま
で
に
持
参
。
こ
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
8
・
0
4

ウ'
つ』原

爆
被
爆
者
に
見
舞
金

対
象
被
爆
者
健
康
手
帳
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
で
、

7
月
1
日
現
在
、

市
内
に
住
民
受
録
し
て
い
る
方

見
舞
金
の
額

1
万
円

申
・
圃
被
爆
者
健
康
手
帳
、
印
鑑
、

接
込
先
を
持
参
し
、

7
月
幻
日
働
ま

で
に
生
活
支
摂
謀
・
内
線
3
7
7
へ

※
昨
年
申
請
さ
れ
た
方
に
は
、
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。

千
葉
い
の
ち
の
電
話

ハ
l
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
東
葛

日
時

7
月
日
日
出
午
後
2
時
開
演

場

所

ア

ミ
ュ
ゼ
柏

内
容
講
演
「
子
ど
も
に
と
っ
て
の

ケ
l
タ
イ
・
ネ
ッ
ト

i
敵
な
の
か
味

方
な
の
か

5
」
講
師
:
・
香
山
リ
カ

さ
ん
(
精
神
科
医
・
帝
塚
山
学
院
大

学
教
授
)

定
員

1
5
0
人

参
加
費

1
0
0
0
円

申
郵
便
番
号

・
住
一
明
・
氏
名
を
明

記
し
、
加
円
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を

我孫子市実行委員会では講演会とビデオ上映会
日時 7月8日出午後2時から午後4時

場所アビスタ

内容①ビデオ上映「二つの道J
①講演「薬物依存症からの回復と援助J講師…白川雄一郎
さん(千葉タルク施設長)

定員当日先着150人(参加無料)

園生活支援諜・内線377

ひとり親家庭巴医療費を闘成

。資格畳録

助成を受けるためには、資格登録申請

が必要です。登録には、対象者の戸籍謄

本、健康保険証、所得証明書(父-母-

養育者)、銀行の通帳を持参して下さい。

Oすで巴畳録のある万
毎年7月に更新手続が必要です。申請

書を送付しますので届け出してください。

また06年1月2日以降に転入した方は、
2006年度所得証明書が必要です。

児童扶養手当の認定者は、 8月の現況

届の時に更新手続をして下さい。

園保育課・内線347

。支給内容

登録後に医療機関で受けた保険診療の

自己負担分の一部を申請後に助成します。

@受給資格対象者

18歳の年度末までの児童を養育してい

るひとり親家庭の父・母または養育者と

その児童。

※所得による支給制限があります。

@対象となら怠い万

生活保護受給世帯など、固または地方

公共団体の負担による医療給付を受けた

方、国民健康保険や社会保険に加入して

いない方など。
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宅町一@

健
骨
粗
懸
症
と
は
高
齢
者
、
特
に
閉

経
後
の
女
性
に
多
く
起
こ
る
病
気
で
、

骨
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
等
が
減
少
す

る
た
め
に
骨
の
密
度
が
小
さ
く
な
り

骨
が
も
ろ
く
な
る
状
態
を
一
冨
い
ま
す
。

骨
粗
懇
症
は
高
齢
者
に
多
く
起
こ
る

の
で
骨
の
単
な
る
老
化
現
象
で
あ
る

と
恩
わ
れ
ま
す
が
、
た
だ
の
老
化
現

象
で
は
な
く
、
そ
の
上
に
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
が
加
わ
っ
て
起
こ
る
病
的
な

状
態
な
の
で
す
。
最
近
で
は
、
高
齢

者
の
人
口
が
増
加
し
て
き
た
た
め
臼

歳
以
上
の
3
人
に
1
人
は
こ
の
病
気

の
疑
い
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

症
状
と
し
て
は
、
①
腰
が
重
く
感

じ
た
り
背
中
や
腰
の
痛
み
を
訴
え
る
、

ま
た
体
を
急
に
動
か
し
た
と
き
鋭
い

骨
粗
懸
症
のは
な
し

痛
み
が
起
こ
る
安
息
い
物
を
持
ち
上

げ
れ
絞
い
転
ん
だ
り
し
た
と
き
に
背

骨
や
大
腿
骨
の
骨
折
が
起
こ
り
ゃ
す

く
な
る
③
背
骨
全
体
が
変
形
を
起
こ

し
亀
背
や
円
背
に
な
っ
た
り
、
身
長

が
短
縮
す
る
な
ど
で
す
。

日
常
生
活
の
注
意
点
は
、
①
毎
日

初
分
か
ら
1
時
間
ぐ
ら
い
は
歩
く
②

目
先
浴
は
骨
を
強
く
す
る
の
に
役
立

つ
の
で
、
で
き
る
だ
け
外
に
出
て
、

紫
外
線
を
浴
び
る
③
腹
筋
や
背
筋
を

き
た
え
る
た
め
の
運
動
を
医
師
の
指

示
に
従
っ
て
行
、
司
J

な
ど
で
す
。

骨
粗
懇
症
の
予
防
の
た
め
に
は
毎

日
8
0
0
時
以
上
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を

含
む
食
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

心
身
に
障
害
の
あ
る
(
か
も
し
れ

な
い
)
児
童
の
就
学
・
警

相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
(
か
も
し
れ

な
い
)
、
来
年
度
小
学
校
入
学
予
定

の
児
童
や
、
小
・
中
学
校
に
在
学
中

の
お
子
さ
ん
の
就
学
・
教
育
相
談
を

行
い
ま
す
。
障
害
児
教
育
に
携
わ
る

先
生
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
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・
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料
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E
7
1
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0
9
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1
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が
新
た
に
市
の
健
(
検
)
診
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委
院
医
療
機
関
に
な
り
ま
し
た
。
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容
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病
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生
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慣
病

と
生
活
機
能
評
価
、
前
立
腺
が
ん
、

(
大
腸
が
ん
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は
叩
月
か
ら
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宮
7
1
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・

1
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6
 

orn健康づくりうんどう教室
保健センタ-ft7185・1126

日 時 場所

12日制10:00-11:00布佐南公園(雨天中止)

18日附9:羽-10:30湖北台中央公園傭天時は保健センター)

21日幽9:羽-10:30天王台西公園(雨天中止)

カ
ル
シ
ウ
ム
の
豊
富
な
食
品
を
生
か

し
た
食
事
を
心
掛
け
ま
し
ょ
、
っ
。
カ

ル
シ
ウ
ム
を
一
番
と
り
や
す
い
の
は

牛
乳
で
、

2
0
0
∞
あ
た
り
、

2
0

0
昭
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン

D
は
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
働
き
が
あ
り
、

卵
、
魚
、
乾
物
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
食
品
を
献

立
に
加
え
ま
し
ょ
う
。

一
番
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
転
倒
で
す
。
高
齢
者
が
ひ
と

た
び
転
倒
し
て
大
腿
骨
の
つ
け
根
を

骨
折
し
て
し
ま
、
?
と
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
う
ケ
l
ス
を
し
ば
し
ば
見
か
け
ま

す
。
手
す
り
な
ど
の
補
助
用
具
の
装

備
や
、
ま
わ
り
の
人
の
き
め
細
か
い

注
意
な
ど
が
必
要
で
し
ょ
う
。

圃
我
孫
子
市
医
師
会
宮
7
1
8
8

.
F
D
F
b
つ臼
F
b

この広報紙は 100%再生紙・大豆インクを使用しています。tè100 瞳~.

。各種健診と健康教室
保健センタ-ft7185・1126

項 目 期 日 対象

回 しあわせ 8' 15・妊娠20週比膳の方
ママパパ学級 22日出 (3回目は夫婦、家族)

1歳6カ月児健康診査
13日同 平成16年11月21日
20日同 -12月31日生まれ

2歳8カ月児歯科僅診 27日同 平成15年11月生まれ

3歳児健康診査 6日同
平成14年12月11日
-12月31日生まれ

回 離乳食教室 21日幽
乳児のいる母親

(4-6カ月児) (先着30入、要予約)

。 後期離乳食教室 27日同 乳児のいる母親
(8-10カ月児) (先着20人、要予約)

匂 健康いきいき教室
10日伺) 体を動かしたい方
24日(月)(13:00-13:30受付)

診療相目 内科・小児科・歯科

受付時間 9 :00'" 11 : 30、13:00'" 16 :30 

※歯科は午前中のみ

措参健康保険証、診療費

固休日診療所O7187干020

休日 ・夜間|こ病気|こなったら

87184-0119 (繍罰 へ
(救急車の要請は宮11 9へ)

体日・夜間教急病院

?ピコ外相膨外制病院我孫子264
我孫子聖仁会病院湖北台4 6 1 

我孫子つくし野病院つくし野1311 
我孫子東邦病院我孫子18511 

平和台病院布佐834 28 

小児殺急病院
取手協同病院取手市浦21 1 

※休日や深夜等の診察料は、閏間外加算のた
め割高になります。

。 は「あぴこ楽校jの事業です。


